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第17回 全国救急隊員シンポジウム
集え・救急現場の声 ～救急隊員の未来像を熊本から～ グランメッセ熊本

平成21年1月29日（木）・30日（金）、第17回全国救急隊
員シンポジウムがグランメッセ熊本にて開催され、全
国から救急隊員等約5,000名が参加しました（詳細ｐ.8）。

▲開会式 ▲パネルディスカッション

▲入場風景

▲一般発表

▲基調講演

▲市民公開講座
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食文化

伝統文化

加能ガニ
石川県産のズワイガニの愛称。漁場が近く、新鮮なまま水揚げ

できるため身が詰まっていて美味しいのが特徴で、水色のタグが目
じるしです。

金箔工芸
金沢における金箔の生産は全国の99％以上を占め、その金沢箔

の神秘に包まれる金箔工芸品が発展しました。

加賀野菜
金沢市近郊で古くから栽培されている加賀れんこん、金時草、

源助大根などを総称した呼び名です。加賀料理に欠かせない食材
として、全国に知られるようになってきました。

加賀宝生
金沢を代表する芸能として、加賀宝生、金沢素

す

囃
ばや

子
し

が、民俗
文化財として、加賀万歳、加賀鳶はしご登りなどが伝わっています。

海にも山にも近い金沢には、新鮮で品質の高い食材が豊富で、金沢市民の台所である近江町市場は、
藩政時代からの歴史を誇り、鮮魚店、青果店、精肉店などが軒を連ね活気に満ちています。

代々の加賀藩主が工芸や芸能などの文化事業を奨励したことから、金沢には多彩な伝統文化が
息づいています。

シンポジウム会場（市中心部３施設で開催）

金沢21世紀美術館（第3・4会場）
円形ガラス張りの美しいデザインで、「街に開か

れた公園のような美術館」をコンセプトとして建て
られました。

（写真提供：金沢市）

金沢歌劇座（第1・2会場）
県内最大の客席を有する劇場です。各種の公

演や学会などに利用されています。会議室も数多
くあり、分科会・展示にも便利です。

金沢市文化ホール（第5・6会場）
金沢400年を記念して建てられました。899

席のホールのほか、茶室、展示ギャラリー、大小の
会議室、練習室が備わっています。
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         引き継がれる防火の思いを救命へ     「歴史都市」金沢から

観光・まちなみ

第18回 全国救急隊員シンポジウム開催
平成21年11月26日㈭・27日㈮

平成２１年１１月２６日（木）・２７日（金）に金沢市において第１８回全国救
急隊員シンポジウムが開催されます。開催する会場は、金沢の中心部に位
置する金沢歌劇座・金沢２１世紀美術館・金沢市文化ホールの３施設で行わ
れます。金沢市は、前田家加賀百万石の城下町として栄え、今も古いまち
なみや歴史と香り高い文化が息づき、平成２１年１月に「歴史都市」の第１
号に認定されました。兼六園をはじめ、金沢城、長町武家屋敷跡などへ毎
年多くの観光客が訪れます。そして金沢には、加賀鳶や市内を流れる用水
に代表される防火に対する思いが藩政時代から市民の意識の中に脈々と引
き継がれています。救急隊員は、その思いを「救命」に掛ける思いとして、
心から心へ、現在から未来へと伝え、市民に愛される救急を目指します。

加賀鳶・ひがし茶屋街にて
加賀藩前田家の江戸屋敷出入りの鳶職で編成された消防

夫。はしご登りを最初に行ったのは加賀鳶であるとされ、その演
技は現在の消防団員に引き継がれています。

金沢城石川門
金沢城に残っている数少ない建造物です。重要文化財。

金沢駅・鼓門
金沢駅東口。巨大なガラス張りのもてなしドームとつながり、

金沢の新しい顔となっています。

金沢のまちは、加賀百万石の城下町として発展してきました。城のまわりに形成
された武士のまち、活気あふれる商人のまち、城下を守るように配された寺のまち
など、城下町の風情が今も残り、日本の文化が美しく息づいています。



救急普及啓発広報車受納式
財団法人救急振興財団では、消防機関が行う応急手当の普及啓発活動を支援するた

め、財団法人日本宝くじ協会からの助成を受けて、平成20年度は藤沢市消防本部（神奈
川県）、笠岡地区消防組合消防本部（岡山県）、仲多度南部消防組合消防本部（香川県）、
都城市消防局（宮崎県）の4団体に、救急普及啓発広報車を寄贈いたしました。

▲仲多度南部消防組合消防本部 ▲笠岡地区消防組合消防本部

▲都城市消防局 ▲藤沢市消防本部
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◆巻頭のことば

有
賀

徹
日
本
臨
床
救
急
医
学
会
代
表
理
事

昭
和
大
学
医
学
部
教
授 

救
急
医
学
講
座
主
任

国
の
あ
る
会
議
で
某
大
臣
が
総
務
省
消

防
庁
の
担
当
者
に
向
か
っ
て
、
救
急
車
が

搬
送
先
を
な
か
な
か
決
定
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
「
ダ
ラ
シ
ガ
ナ
イ
」
と
い
う
内

容
の
発
言
を
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
す
ぐ
さ

ま
「
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
投
げ
よ
う
と
し
て
も

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が
構
え
な
け
れ
ば
投
げ
ら

れ
な
い
」、「
構
え
を
作
る
の
は
大
臣
の
お

仕
事
で
は
な
い
か
」
と
応
じ
た
憶
え
が
あ

る
。
消
防
と
医
療
の
連
携
と
は
縦
割
り
行

政
が
そ
も
そ
も
最
初
か
ら
存
在
す
る
よ
う

な
語
感
を
与
え
る
言
葉
な
の
か
も
し
れ
な

い
。し

か
し
、
搬
送
さ
れ
る
傷
病
者
に
と
っ

て
、
縦
割
り
で
あ
ろ
う
と
何
で
あ
ろ
う
と

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
い
。
今

風
に
言
う
な
ら
シ
ー
ム
レ
ス
な
（
継
ぎ
目

の
な
い
）、
つ
ま
り
円
滑
な
連
携
が
な
さ

れ
れ
ば
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
先
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

で
い
う
な
ら
、
お
互
い
に
相
手
の
仕
事
な

り
作
業
内
容
や
動
作
に
つ
い
て
理
解
し

合
っ
て
い
て
、
協
働
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
多
く
の
職
種
か
ら
成
る
日
本
臨

床
救
急
医
学
会
に
お
け
る
議
論
や
活
動
が

極
め
て
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
理
由
は
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
よ
く
理
解
で
き

る
。さ

て
、
著
者
は
東
京
都
に
お
け
る
脳
卒

中
患
者
の
救
急
搬
送
と
い
う
テ
ー
マ
で
貴

重
な
経
験
を
し
た
。
東
京
都
Ｍ
Ｃ
協
議
会

の
処
置
基
準
委
員
会
委
員
長
と
東
京
都
脳

卒
中
医
療
連
携
協
議
会
会
長
と
い
う
二
つ

の
立
場
を
同
時
に
演
じ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。前
者
は
救
急
隊
が
脳
卒
中
を
疑
い
、

医
療
機
関
に
搬
送
す
る
、
言
わ
ば
作
法
に

つ
い
て
の
ル
ー
ル
を
策
定
し
、
後
者
は
脳

卒
中
患
者
を
診
る
こ
と
が
で
き
る
、
な
か

ん
ず
く
ｔ-
Ｐ
Ａ
の
投
与
が
で
き
る
病
院

に
つ
い
て
、
曜
日
や
時
間
に
応
じ
て
地

域
々
々
で
の
当
番
表
を
作
成
す
る
旗
振
り

役
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
救
急
隊
が
即
刻
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の
構

え
を
地
域
ご
と
に
整
理
し
、
当
番
表
と
し

て
示
す
役
目
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

例
え
ば
ｔ-

Ｐ
Ａ
を
投
与
す
る
た
め
の
人

的
物
的
資
源
の
あ
り
方
に
つ
い
て
一
定
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
構
築
し
、
患
者
受
け
入

れ
後
に
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
患

者
が
流
れ
る
の
で
、
地
域
ご
と
に
そ
の
よ

う
な
議
論
も
容
れ
る
必
要
が
あ
る
。

か
く
し
て
、
病
院
側
で
あ
る
脳
卒
中
医

療
連
携
協
議
会
か
ら
「
こ
の
よ
う
に
し
て

搬
送
先
を
決
め
ろ
」
と
な
っ
て
、
そ
れ
を

受
け
た
処
置
基
準
委
員
会
で
の
議
論
が
Ｍ

Ｃ
協
議
会
全
体
と
し
て
の
決
め
事
へ
と

な
っ
た
次
第
で
あ
る
。
脳
卒
中
で
は

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が
こ
こ
に
構
え
る
か
ら
こ

こ
に
投
げ
ろ
と
い
う
話
が
東
京
全
体
で
約

一
年
か
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
救
急
医
療
に
お
け
る
消
防
と

医
療
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
分
野

で
も
っ
と
複
雑
で
活
発
な
議
論
を
要
す
る

に
違
い
な
い
。
例
え
ば
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
出

動
な
ど
が
あ
れ
ば
、
消
防
と
い
っ
て
も
救

助
隊
も
関
与
す
る
し
、
先
の
秋
葉
原
の
よ

う
な
事
件
で
あ
れ
ば
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
ク

イ
ッ
ク
モ
ー
シ
ョ
ン
で
ど
ん
ど
ん
投
げ
込

ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
警
察
か
ら
の
情
報
も

求
め
ら
れ
る
。
と
な
れ
ば
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー

と
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
は
そ
の
対
策
も
練
っ
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
消
防
と
医
療
の
連
携
と

い
う
テ
ー
マ
は
真
に
面
白
い
と
言
う
価
値

が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
読
者
の
方
々

に
是
非
と
も
強
調
し
た
い
こ
と
は
、〝
搬

送
さ
れ
る
傷
病
者
の
身
に
な
っ
て
〞

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
に
構
え
を
要
求
す
る
気
概

こ
そ
あ
る
べ
き
姿
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

救
急
医
療
に
お
け
る

消
防
と
医
療
の
連
携
に
つ
い
て
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Topics

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

■
パ
ー
ト
1

救 

急

平
成
二
一
年
一
月
二
九
日
・
三
〇
日
の
両
日
、 「
第
17
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
熊
本
市
消
防

局
・
財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
の
主
催
に
よ
り
、
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

全
国
か
ら
救
急
隊
員
や
医
療
関
係
者
等
五
、〇
二
二
名
が
参
加
し
、
各
会
場
に
お
い
て
活
発
な
討
議
が
交
わ
さ

れ
た
。

第
17
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

│ 
集
え
・
救
急
現
場
の
声

〜
救
急
隊
員
の
未
来
像
を
熊
本
か
ら
〜
│

文

―
編
集
室

■ 

基
調
講
演

「
救
急
現
場
の
声
と
救
急
隊
員
の
未
来
像
│
医
療
現

場
の
視
点
か
ら
│
」

講
師
： 

昭
和
大
学
医
学
部
教
授
・
救
急
医
学
講
座

主
任

有
賀

徹

救
急
医
療
と
救
急
隊
員
の
未
来
像
を
語
る
た
め
に

は
、救
急
医
療
の
未
来
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
現
状
・
窮
状
を
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
搬
送
人
員
の
増
加
や
救
急

患
者
受
け
入
れ
の
現
状
に
つ
い
て
講
演
が
な
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
救
急
現
場
に
お
け
る
搬
送
ト
リ
ア
ー

ジ
へ
の
期
待
、
ま
た
個
々
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
な
ど

の
地
道
な
一
歩
一
歩
が
、
救
急
隊
員

の
未
来
像
へ
の
鍵
で
あ
る
こ
と
な
ど

が
述
べ
ら
れ
た
。

■
教
育
講
演

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン2010
の
動
向
と
救

急
隊
員
の
使
命
」

講
師
：
帝
京
大
学
医
学
部
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
教
授

坂
本

哲
也

講
師
：
救
急
救
命
九
州
研
修
所
教
授

畑
中

哲
生

こ
れ
ま
で
の
救
急
蘇
生
ガ
イ
ド
ラ

▲パネルディスカッション

▶教育講演

◀総合討論▲基調講演
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イ
ン
の
変
遷
に
つ
い
て
、
ま
た
、
ア
ジ
ア
蘇
生
協
議

会
に
お
け
る
日
本
蘇
生
協
議
会
の
位
置
づ
け
な
ど
の

説
明
か
ら
始
ま
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン2010

の
重
要
性

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
早
期
搬
送
を
優
先

す
べ
き
か
、
病
院
前
で
の
二
次
救
命
処
置
に
よ
る
心

拍
再
開
を
図
る
か
の
ジ
レ
ン
マ
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ

た
り
、
様
々
な
視
点
か
ら
救
急
隊
員
の
使
命
に
つ
い

て
の
議
論
が
な
さ
れ
た
。

■
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
セ
ミ
ナ
ー

第
一
日
目
の
昼
食
時
間
帯
に
組
ま
れ
、「
総
務
省
消

防
庁
の
取
組
み
と
政
策
課
題
」
に
始
ま
り
、「
救
急
現

場
に
役
立
つ
法
律
セ
ミ
ナ
ー
」、「
救
急
隊
員
に
求
め

ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
教
育
│
救
急
隊
員
教
育
の
現
状
と
課
題
│
」

を
テ
ー
マ
に
、
分
か
り
や
す
い
解
説
と
な
る
よ
う
、

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ

「
救
急
医
療
体
制
の
充
実
・
強
化
」
│
消
防
機
関
と

医
療
機
関
の
連
携
│

救
急
医
療
体
制
の
現
状
に
つ
い
て
の
検
証
が
行
わ

れ
、
消
防
と
医
療
の
連
携
強
化
の
た
め
に
は
何
が
な

さ
れ
る
べ
き
か
、
Ｍ
Ｃ
協
議
会
の
役
割
に
つ
い
て
も

検
討
が
行
わ
れ
、
消
防
と
医
療
が
今
後
取
り
組
む
べ

き
方
向
性
が
探
ら
れ
た
。

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ

「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
報
告
」
│
組
織
間
の
連

携
│平

成
二
〇
年
六
月
一
四
日
に
発
生
し
た
岩
手
・
宮

城
内
陸
地
震
で
実
際
に
活
動
し
た
医
療
機
関
、
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
、
防
災
ヘ
リ
、
緊
急
消
防
援
助
隊
、
被
災
地
消

防
本
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
よ
る
各
機
関
の
効
果
的

な
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
が
行
わ
れ
た
。

■
一
般
発
表
Ⅰ  

「
教
育
」
で
は
、大
磯
町
消
防
本
部
、

田
川
地
区
消
防
本
部
、
名
古
屋
市
消
防
局
、
所
沢
市

消
防
本
部
、
北
総
救
命
会
、
出
雲
市
消
防
本
部
、
堺

市
消
防
局
に
よ
り
、
教
育
方
法
の
工
夫
等
が
発
表
さ

れ
た
。

■
一
般
発
表
Ⅱ  

「
応
急
手
当
」
で
は
、
菰
野
町
消

防
本
部
、
斜
里
地
区
消
防
本
部
、
豊
岡
市
消
防
本
部
、

佐
賀
広
域
消
防
局
、
三
郷
市
消
防
本
部
、
南
宗
谷
消

防
本
部
、
財
団
法
人
東
京
救
急
協
会
よ
り
、
応
急
手

当
の
普
及
開
発
に
関
す
る
取
組
み
や
研
究
発
表
が
紹

介
さ
れ
た
。

■
一
般
発
表
Ⅲ  

「
検
証
」
で
は
、
札
幌
市
消
防
局
、

大
阪
市
消
防
局
、
さ
い
た
ま
市
消
防
局
、
東
京
消
防

庁
、
粕
屋
北
部
消
防
本
部
、
沼
津
市
消
防
本
部
、
船

橋
市
消
防
局
に
よ
り
各
種
症
例
の
検
証
か
ら
見
た
現

状
と
課
題
な
ど
に
つ
い
て
発
表
が
な
さ
れ
た
。

■
一
般
発
表
Ⅳ  

「
活
動
研
究
」
で
は
、
浜
田
市
消

防
本
部
、
北
九
州
市
消
防
局
、
三
郷
市
消
防
本
部
、

京
丹
後
市
消
防
本
部
、
熊
本
市
消
防
局
、
東
京
消
防

庁
、
大
阪
市
消
防
局
よ
り
、
日
ご
ろ
の
研
究
や
取
組

み
が
発
表
さ
れ
た
。

■
一
般
発
表
Ⅴ  

「
周
産
期
・
医
療
体
制
」
で
は
、

東
京
消
防
庁
、
鳥
取
県
西
部
広
域
消
防
局
、
大
田
市

消
防
本
部
、
上
益
城
消
防
本
部
よ
り
、
周
産
期
・
医

療
体
制
に
関
す
る
特
殊
な
事
例
報
告
、
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
発
表
が
な
さ
れ
た
。

■
一
般
発
表
Ⅵ  

「
特
異
対
応
」
で
は
、
札
幌
市
消

防
局
、
東
京
消
防
庁
、
神
戸
市
消
防
局
、
千
葉
市
消

防
局
よ
り
事
例
報
告
等
が
な
さ
れ
た
。

■
一
般
発
表
Ⅶ  

「
研
究
・
取
組
み
」
で
は
、
久
留

▲ポスターセッション

▲ポスターセッション

▲ポスターセッション
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米
市
消
防
本
部
、
北
九
州
市
消
防
局
、
所
沢
市
消
防

本
部
、
大
牟
田
市
消
防
本
部
、
札
幌
市
消
防
局
、
有

明
広
域
消
防
本
部
よ
り
、
各
消
防
本
部
で
の
取
組
み

が
発
表
さ
れ
た
。

■
一
般
発
表
Ⅷ  

「
症
例
」
で
は
、
長
久
手
町
消
防

本
部
、
気
仙
沼
・
本
吉
地
域
広
域
消
防
本
部
、
金
沢

市
消
防
局
、
広
島
市
消
防
局
、
岐
阜
市
消
防
本
部
、

さ
い
た
ま
市
消
防
局
よ
り
、
様
々
な
特
殊
な
症
例
の

報
告
が
行
わ
れ
た
。

■
ラ
イ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
で
は
、「
救
急
現
場
に
お

け
る
気
道
確
保
」
と
「
救
急
現
場
の
薬
剤
投
与
」
に

つ
い
て
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
映
像

を
も
と
に
参
加
者
を
交
え
た
実
演
が
行
わ
れ
た
。

■
ラ
イ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ「
救
急
現
場
の
分
娩
介
助
」

│
未
来
へ
つ
な
げ
│
は
、
今
回
で
四
回
目
を
迎
え
、

大
勢
の
参
加
者
が
助
産
師
の
助
言
を
聞
き
な
が
ら
実

演
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

■
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
〜

Ⅳ
で
は
、
静
岡
市
消
防
防
災
局
、

出
雲
市
消
防
本
部
、
笠
間
市
消
防

本
部
、
大
阪
市
消
防
局
、
さ
い
た

ま
市
消
防
局
、
金
沢
市
消
防
局
、

守
口
市
門
真
市
消
防
本
部
、
東
京

消
防
庁
、
熊
本
市
消
防
局
、
安
来

市
消
防
本
部
、
堺
市
消
防
局
、
松

阪
地
区
広
域
消
防
本
部
、
福
岡
市

消
防
局
、
新
潟
市
消
防
局
、
草
加

市
消
防
本
部
、
仙
台
市
消
防
局
、

南
宗
谷
消
防
本
部
、
明
石
市
消
防

本
部
、
高
崎
市
等
広
域
消
防
局
、

飯
塚
地
区
消
防
本
部
、
久
慈
広
域
連
合
消
防
本
部
、

前
橋
市
消
防
本
部
、
人
吉
下
球
磨
消
防
本
部
の
三
一

名
の
発
表
者
に
よ
り
、
超
特
大
ポ
ス
タ
ー
サ
イ
ズ
の

ト
リ
ア
ー
ジ
タ
ッ
グ
の
掲
示
な
ど
、
様
々
な
工
夫
を

凝
ら
し
た
日
ご
ろ
の
研
究
成
果
や
事
例
等
が
報
告
さ

れ
た
。

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
救
急
救
命
士
の
再
教
育
」
│
消
防
と
地
域
Ｍ
Ｃ
の

役
割
│

医
療
と
消
防
の
立
場
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や

取
組
み
が
提
示
さ
れ
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言
を
も

と
に
、
各
機
関
と
地
域
Ｍ
Ｃ
協
議
会
の
取
り
組
む
べ

き
再
教
育
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
救
急
隊
員
の
た
め
の
学
会
発
表
の
ポ
イ
ン
ト
」

実
践
的
な
学
会
発
表
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
講

師
に
よ
る
参
加
者
へ
の
問
い
か
け
と
応
答
を
交
じ

え
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
た
。

■
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

「
有
害
物
質
に
よ
る
二
次
災
害
の
防
止
」
│
救
急
隊

と
医
療
機
関
の
連
携
│

中
毒
、
そ
し
て
硫
化
水
素
を
は
じ
め
と
す
る
有
害

物
質
に
関
連
す
る
災
害
事
情
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
事
例
検
証
結
果
を
も
と
に
し

た
消
防
と
医
療
と
の
連
携
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の

展
示
が
行
わ
れ
た
。

■
総
合
討
論

「
救
急
隊
員
の
未
来
像
」

総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
：
有
賀

徹
（
昭
和
大
学
）

司
会
：
山
本

五
十
年
（
東
海
大
学
）

▲デモンストレーション

▲一般発表

▶市民公開講座

▲デモンストレーション
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パ
ネ
リ
ス
ト
：
横
田

順
一
朗
（
市
立
堺
病
院
）

橋
本

雄
太
郎
（
杏
林
大
学
）

畑
中

哲
生（
救
急
救
命
九
州
研
修
所
）

開
出

英
之
（
総
務
省
消
防
庁
）

佐
々
木

靖
（
札
幌
市
消
防
局
）

西
岡

和
男
（
熊
本
市
消
防
局
）

パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
り
、「
救
急
隊
員
の
未
来
像
」

に
つ
い
て
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
今
回

の
討
論
は
、
こ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
の
準
備

で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
総
括
と
し
て
次
の
よ
う

に
ま
と
め
ら
れ
た
。

■
総
括

① 

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、「
プ
レ
ホ
ス

ピ
タ
ル
ケ
ア
の
総
合
的
体
系
の
再
構
築
」で
あ
る
。

② 

救
急
救
命
士
は
、
ミ
ニ
医
師
で
は
な
く
、
救
急

救
命
士
と
し
て
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
。

③ 

消
防
、
医
療
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
幅
広
い
組
織

間
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

④ 

救
急
隊
員
は
、
追
い
風
の
今
こ
そ
自
ら
の
足
元

を
固
め
、
知
識
と
技
術
を
高
め
る
研
鑚
を
続
け
る

必
要
が
あ
る
。

⑤ 

将
来
的
に
は
処
置
拡
大
、
職
域
拡
大
も
考
え
ら

れ
る
。

■
提
言

「
救
急
隊
員
は
、『
※P

rofessional A
utonom

y

』 

即
ち
、
専
門
家
と
し
て
の
自
律
性
を
高
め
、
プ
レ
ホ

ス
ピ
タ
ル
に
お
け
る
責
任
あ
る
地
位
を
確
立
す
る
こ

と
で
、
地
域
に
お
け
る
救
急
医
療
の
重
要
な
担
い
手

と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

※ professional

の
語
源
は
、「
公
に
誓
う
」
と
い
う
意
味
の
ラ
テ

ン
語
。autonom

y

は
「
自
律
（
性
）」。

ま
た
、
今
回
、
初
の
試
み
と
し
て
一
般
発
表
か
ら

優
秀
発
表
八
題
、
ポ
ス
タ
ー
か
ら
優
秀
発
表
四
題
が

選
出
・
発
表
さ
れ
た
。

《
お
知
ら
せ
》

平
成
二
一
年
度
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
に
つ
い
て

第
18
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日

程

平
成
二
一
年
一
一
月
二
六
日
（
木
）

 

二
七
日
（
金
）

会

場

 

金
沢
歌
劇
座
・
金
沢
21
世
紀
美
術
館・

金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル

※ 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
救
急
振
興
財
団
Ｈ
Ｐ
に
て

ご
確
認
下
さ
い
。

第17回全国救急隊員シンポジウム「優秀発表」
セッション名 演題名 所属 発表者

一般発表Ⅰ
「教 育」

埼玉県西部第一地域MC協議会における気
管挿管認定救急救命士の再教育研修

所沢市
消防本部 吉田 聖寿

一般発表Ⅱ
「応急手当」

埼玉県三
み

郷
さと

市
し

における市内全中学校BLS教
育の取り組み

三郷市
消防本部 大野 裕一

一般発表Ⅲ
「検 証」

薬剤投与に係る現場滞在時間の検証とその
効率的な運用のあり方について

さいたま市
消防局 三浦 紀志

一般発表Ⅳ
「活動研究」

小規模消防本部における救急4名出場の活
動工夫研究について

京丹後市
消防本部 中西 孝文

一般発表Ⅴ
「周産期・
医療体制」

地方における二次救急医療機関との連携 大田市
消防本部 山本 智靖

一般発表Ⅵ
「特異対応」

石灰硫黄合剤による薬物中毒患者が院内で
嘔吐し、硫化水素ガスを発生させた一例

東京
消防庁 小野 哲也

一般発表Ⅶ
「研究・
取組み」

札幌市消防局におけるヘリコプター搬送シ
ステムについて

札幌市
消防局 髙林 尚也

一般発表Ⅷ
「症 例」

突然発症したCPSS異常のある患者を適正
な医療機関に搬送できた２症例の考察

岐阜市
消防本部 大野 勝昌

ポスターⅠ 有効な胸骨圧迫の検証 守口市門真市
消防本部 中島 和司

ポスターⅡ 仙台市におけるオフライン・メディカルコ
ントロールの現状と今後の課題について

仙台市
消防局 関戸 修

ポスターⅢ 絶え間ない胸骨圧迫（CPR）救助 熊本市
消防局 毎床 智則

ポスターⅣ 誰でも簡単に使えるAEDの普及を目指して 福岡市
消防局 松田 正信
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情報
Topics

■
福
井
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
配
備
■

平
成
一
六
年
七
月
に
一
般
市
民
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
が
可
能
に
な
っ
て
以
来
、
福
井
市
で
は
、
い
ち

早
く
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
配
備
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
平
成
一
八
年
に
は
人
口
十
万
人
あ
た
り
六
一
台

と
極
め
て
高
い
普
及
率
を
誇
り
、
平
成
二
一
年
二
月

末
現
在
、
そ
の
約
一
・
五
倍
の
四
二
一
台
（
三
四
三

施
設
）
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。
福
井
に
お
け
る
迅
速

な
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
配
備
は
、
一
人
の
母
親
が
県
知
事
に

送
っ
た
一
通
の
メ
ー
ル
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

■
託
さ
れ
た
バ
ト
ン
■

平
成
一
四
年
九
月
六
日
、
当
時
高
校
一
年
生
だ
っ

た
川
崎
沙
織
さ
ん
は
、
一
六
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

そ
の
日
、
体
育
祭
の
リ
レ
ー
で
バ
ト
ン
を
次
走
者
に

渡
し
た
直
後
に
倒
れ
、
救
急
車
で
病
院
に
搬
送
さ
れ

た
が
、
四
日
後
に
一
六
年
の
短
い
生
涯
を
終
え
た
。

原
因
は
、
心
室
細
動
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
母
の
真
弓
さ
ん
は
娘
が
倒
れ
た
原
因
に

つ
い
て
調
べ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
存
在
を
知
っ
た
。

平
成
一
六
年
六
月
、
川
崎
真
弓
さ
ん
は
福
井
県
知

事
あ
て
に
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
行

え
る
よ
う
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
の
促
進
を
願
う
電
子
メ
ー
ル

を
送
る
。
こ
れ
を
受
け
翌
一
七
年
、
福
井
県
は
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
整
備
を
当
初
の
二
年
計
画
か
ら
前
倒
し
し
、
平

成
一
七
年
度
予
算
で
の
一
括
整
備
に
踏
み
切
っ
た
。

川
崎
さ
ん
の
願
い
が
見
事
に
実
を
結
ん
だ
こ
と
に
な

る
。し
か
し
同
時
に
そ
れ
は
、長
い
道
の
り
の
ス
タ
ー

ト
で
も
あ
っ
た
。「
た
と
え
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て

福
井
市
は
、
昭
和
二
〇
年
七
月
の
空
襲
、
昭
和
二
三
年
六
月
の
福
井
大
震
災
、
同
年
七
月
の
九
頭
竜
川
決
壊
に

よ
り
立
て
続
け
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
て
き
た
が
、
度
重
な
る
災
禍
に
も
屈
せ
ず
、
不
死
鳥
の
如
く
ま
ち
を
甦

ら
せ
て
き
た
。
市
で
は
、
市
民
の
不
屈
の
精
神
と
燃
え
る
郷
土
愛
を
さ
ら
に
育
て
る
た
め
、
昭
和
三
九
年
六
月

二
八
日
に
「
不
死
鳥
の
ね
が
い
│
福
井
市
市
民
憲
章
│
」
を
制
定
し
、
そ
の
心
は
今
も
市
民
一
人
ひ
と
り
に
受
け

継
が
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
不
死
鳥
の
ま
ち
福
井
で
、
命
を
つ
な
ぐ
心
を
育
て
る
会
『
命
の
バ
ト
ン
』
を
立
ち
上
げ
、
自
ら
の
体

験
を
も
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
る
川
崎
真
弓
さ
ん
と
、
福
井
市
消
防
局
の
八
田
克
晴
消
防
司
令
補
に
お

話
を
伺
っ
た
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

■
パ
ー
ト
2

救 

急

未
来
に
つ
な
げ
！
命
の
バ
ト
ン

│
不
死
鳥
の
ま
ち
福
井
で
ス
タ
ー
ト
し
た
、
命
を
つ
な
ぐ
心
の
リ
レ
ー
│

文

―
編
集
委
員

坂
上

傑

「Hello Again ～いつもいっしょだよね～」
真弓さんが沙織さんのイラストを集め、沙織さんの17歳の

誕生日に同じ高校に通う友人らに配布したイラスト集。
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も
娘
さ
ん
は
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
よ
。」
時
に
、
心
な

い
言
葉
が
川
崎
さ
ん
を
苦
し
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
川
崎
さ
ん
に
は
娘
の
沙
織
さ
ん
が
願
う

未
来
が
し
っ
か
り
と
見
え
て
い
た
。

沙
織

あ
な
た
が
託
し
た
命
の
バ
ト
ン

お
母
さ

ん
が
ち
ゃ
ん
と
受
け
取
っ
た
か
ら
ね

■
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
■

川
崎
さ
ん
は
、
命
に
関
す
る
多
く
の
書
物
や
資
料

を
読
む
こ
と
で
娘
の
死
に
真
剣
に
向
き
合
い
、
考
え

た
。
ま
た
、
救
急
救
命
士
、
医
師
、
そ
し
て
同
じ
よ

う
に
子
供
を
失
っ
た
母
親
な
ど
多
く
の
人
と
出
会

い
、
語
り
、
学
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
ど
ん
な
に
多
く

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
も
、
皆
が
使
い
方
を
知
ら

な
け
れ
ば
、
何
よ
り
「
使
う
」
と
い
う
意
識
を
持
た

な
け
れ
ば
尊
い
命
を
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
感

じ
た
。
そ
こ
で
、
自
ら
も
講
習
を
受
け
る
と
と
も
に

様
々
な
場
面
で
受
講
の
必
要
性
を
訴
え
て
き
た
が
、

講
習
を
よ
り
有
意
義
な
も
の
に
す
る
た
め
に
「
な
ぜ

他
人
の
命
を
救
う
必
要
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
問
い

に
対
す
る
答
え
を
全
員
が
共
有
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
と
考
え
た
そ
う
だ
。
こ
れ
が
、
そ
の
後
の
活
動

の
き
っ
か
け
と
な
る
。

伝
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
自
ら
の
体
験
。

そ
し
て
、
託
さ
れ
た
命
の
バ
ト
ン
。

平
成
二
〇
年
一
月
、
川
崎
さ
ん
は
多
く
の
仲
間
の

助
け
を
借
り
、
志
を
同
じ
く
す
る
数
名
の
メ
ン
バ
ー

と
と
も
に
、
命
を
つ
な
ぐ
心
を
育
て
る
会
『
命
の
バ

ト
ン
』
を
立
ち
上
げ
た
。

■
『
命
の
バ
ト
ン
』
の
活
動
■

大
切
な
の
は
、
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
心
を
育
て
る
こ

と
。「
な
ぜ
他
人
の
命
を
救
う
必
要
が
あ
る
の
か
」、

答
え
は
「
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
」
で
あ
る
。

『
命
の
バ
ト
ン
』
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

取
扱
い
を
学
ぶ
短
時
間
の
講
習
を
行
っ
て
い
る
。
メ

ン
バ
ー
は
川
崎
さ
ん
を
は
じ
め
全
員
が
Ｂ
Ｌ
Ｓ
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
等
の
資
格
を
持
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
。「
私

た
ち
は
医
療
従
事
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
私

た
ち
だ
か
ら
伝
え
ら
れ
る
言
葉
が
き
っ
と
あ
る
は
ず

で
す
。」

こ
の
講
習
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
地
域
活
動
等
の

場
で
気
軽
に
、
か
つ
繰
り
返
し
受
講
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
こ
で
応
急
手
当
の
基
本
を
学
ぶ
と
と
も
に

命
を
つ
な
ぐ
心
を
育
て
、
さ
ら
に
専
門
的
な
講
習
を

受
講
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
、
と
川
崎
さ
ん
は
言

う
。
ま
た
「
話
を
す
る
と
き
に
は
曖
昧
な
こ
と
は
言

わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
伝
え
る
べ

き
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
っ
か
り
勉
強
し
よ

う
ね
、
と
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
で
話
し
て
い
ま
す
。」

と
も
言
う
。

■
守
ろ
う
命
の
講
座
■

福
井
市
消
防
局
で
も
平
成
一
七
年
か
ら
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

整
備
に
合
わ
せ
て
、
市
内
の
中
学
生
を
対
象
と
し
た

「
守
ろ
う
命
の
講
座
」
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
普
通

救
命
講
習
に
加
え
、
命
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
く
取
り
組
み
で
、
授
業
の
一
環
と
し
て

行
っ
て
い
る
。
受
講
対
象
は
二
年
生
若
し
く
は
三
年

生
。
試
験
的
に
二
校
で
始
め
て
み
た
と
こ
ろ
好
評

だ
っ
た
の
で
、校
長
会
の
席
で
あ
ら
た
め
て
依
頼
し
、

平
成
一
八
年
度
に
は
市
内
全
二
六
校
中
二
〇
校
で
開

講
、
約
一
、九
〇
〇
名
の
生
徒
が
受
講
し
た
。

■
不
死
鳥
の
ま
ち
■

わ
た
く
し
た
ち
は
、
不
死
鳥
福
井
の
市
民
で
あ
る

こ
と
に
誇
り
と
責
任
を
感
じ
、
郷
土
の
繁
栄
と
幸
福

を
き
ず
く
た
め
、力
を
あ
わ
せ
、不
屈
の
気
概
を
も
っ

て
、
こ
の
ね
が
い
を
つ
ら
ぬ
き
ま
し
ょ
う
。

冒
頭
で
紹
介
し
た
福
井
市
市
民
憲
章
で
あ
る
。

現
在
、
福
井
市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
四
二
一
台

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
何
か
し
な
け
れ
ば

と
市
民
が
考
え
た
と
き
、
手
を
伸
ば
せ
ば
す
ぐ
そ
こ

に
あ
る
。「
守
ろ
う
命
の
講
座
」を
は
じ
め
福
井
市
消

防
局
の
普
及
活
動
も
着
実
に
成
果
を
残
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
川
崎
さ
ん
と
『
命

の
バ
ト
ン
』の
活
動
は
、
多
く
の「
命
を
つ
な
ぐ
心
」
を

育
ん
で
い
る
。
行
政
が
市
民
と
協
働
し
て
、
命
の
尊

さ
と
応
急
手
当
の
重
要
性
を
伝
え
て
い
る
福
井
の
ま

ち
は
、紛
れ
も
な
く
「
不
死
鳥
の
ま
ち
」
で
あ
っ
た
。

■
お
わ
り
に
■

娘
は
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
の
が
好
き
で

漫
画
家
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
な
る
の
が
夢
で
し
た

神
に
さ
か
ら
っ
て
で
も

娘
の
命
を
救
い
た
か
っ

た
川
崎
さ
ん
は
、
悲
し
み
を
乗
り
越
え
た
わ
け
で
は

な
い
。
乗
り
越
え
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
わ
け
で
も

な
い
。
選
ん
だ
道
は
、
悲
し
み
を
抱
え
て
生
き
て
い

く
こ
と
で
は
な
い
か
。
辛
く
悲
し
い
出
来
事
を
表
に

出
す
こ
と
は
、
時
に
心
な
い
言
葉
を
浴
び
せ
ら
れ
る

結
果
を
招
く
。
し
か
し
、
川
崎
さ
ん
の
答
え
は
明
白

だ
っ
た
。「
多
く
の
人
に
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考

え
て
欲
し
い
。
つ
な
が
る
命
が
あ
る
。
救
え
る
命
が

あ
る
。
娘
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
そ
れ

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
な
ら
…
…
。」

明
る
く
力
強
い
口
調
に
は
、
託
さ
れ
た
バ
ト
ン
を

懸
命
に
つ
な
ご
う
と
す
る
頼
も
し
い
母
の
姿
が
あ
っ

た
。
バ
ト
ン
は
や
が
て
、
多
く
の
未
来
へ
と
引
き
継

が
れ
る
で
あ
ろ
う
。

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
心
を
育
て
る
会
『
命
の
バ
ト
ン
』

（http://w
w
w
.heartlife-fukui.com

）
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情報
Topics

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

■
パ
ー
ト
２

救 

急

│
北
九
州
市
消
防
局

救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
取
材
し
て
│
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高
山

俊
幸

■
北
九
州
市
の
消
防
体
制
■

北
九
州
市
の
消
防
体
制
は
、
一
局
七
署
四
分
署

一
五
出
張
所
で
組
織
さ
れ
、
職
員
数
九
八
〇
人
で
運

用
さ
れ
て
い
る
（
平
成
二
〇
年
四
月
一
日
現
在
）。

平
成
二
〇
年
中
の
救
急
出
動
件
数
は
四
五
、二
四
八

件
で
あ
り
、
救
急
需
要
増
加
対
策
等
の
効
果
も
あ
っ

て
、
三
年
連
続
で
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
今
後
は

再
び
増
加
傾
向
に
転
じ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

救
急
隊
数
は
二
〇
隊
、
救
急
隊
員
数
一
八
七
名
で

運
用
し
、
救
急
救
命
士
資
格
取
得
職
員
は
一
三
三
名

（
救
急
隊
運
用
救
急
救
命
士
は
九
五
名
）、
救
命
士
資

格
取
得
者
の
割
合
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
高
度
救
急
隊
は
救
急
指
導

係
長
以
下
、
一
隊
四
名
×
三
部
、
計
一
三
名
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

■
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
創
設
の
目
的
■

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
創
設
の
目
的
と
し
て
ま
ず

挙
げ
ら
れ
る
の
は
、「
高
度
化
す
る
救
急
業
務
に
対

応
す
る
た
め
の
生
涯
教
育
体
制
の
確
立
」
で
あ
る
。

救
急
隊
員
個
々
の
〝
質
〞
を
維
持
向
上
さ
せ
る
た
め

に
研
修
体
制
を
見
直
し
、
研
修
機
関
と
し
て
ワ
ー
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
災
害
対

応
を
行
い
つ
つ
、
生
涯
教
育
の
場
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
。

白
石
係
長
は
、「
現
在
で
は
な
く
一
〇
年
後
の
救

急
隊
員
の
活
動
、
救
急
救
命
士
制
度
を
見
据
え
た
研

修
体
制
の
確
立
が
重
要
で
す
。
市
民
に
対
し
て
安
心

と
安
全
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。」
と

強
く
訴
え
る
。

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
救
急
隊
は
高
度
救
急
隊
と
し
て
、
特
別
高
度
救

助
隊
、
特
別
高
度
化
学
救
助
隊
と
と
も
に
、〝
ハ
イ

パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
北
九
州
〞
の
一
翼
を
担
い
災
害
現

場
に
出
動
す
る
。
消
防
と
医
療
機
関
と
の
連
携
を
図

北
九
州
市
消
防
局
で
は
平
成
二
〇
年
六
月
一
日
、
市
立
八
幡
病
院
敷
地
内
に
北
九
州
市
消
防
局
救
急
ワ
ー
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
所
し
た
。

こ
の
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
市
内
全
救
急
隊
の
訓
練
研
修
拠
点
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
全
救

急
隊
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
配
置
さ
れ
る
救
急
隊
を
高
度

救
急
隊
と
位
置
付
け
、
大
規
模
災
害
発
生
時
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
を
行
う
た
め
、
病
院
の
医
療
チ
ー
ム
と
の

調
整
等
の
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
回
、
開
所
し
て
半
年
ほ
ど
経
っ
た
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
訪
問
し
、
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動

状
況
や
隊
員
教
育
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、北
九
州
市
消
防
局
警
防
部
救
急
課
白
石
指
導
係
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

▲白石盛雄指導係長（左）

▲指導医である市立八幡病院救急科主任部長井上征雄医師と高度救急隊の皆さん
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り
、
傷
病
者
に
対
し
て
迅
速
な
医
療
資
源
を
提
供
す

る
と
い
う
使
命
も
あ
る
の
だ
。

■
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
業
務
・
活
動
■

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
業
務
と
し
て
は
、
大
き

く
救
急
指
導
係
業
務
と
高
度
救
急
隊
業
務
に
分
け
ら

れ
る
。

①

救
急
指
導
係
業
務

救
急
指
導
係
業
務
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
救
急

隊
員
に
対
す
る
技
術
指
導
、
病
院
実
習
関
連
業
務
が

あ
る
。

救
急
隊
員
へ
の
技
術
指
導
は
、
年
三
回
実
施
し
て

い
る
。
第
一
期
は
Ｂ
Ｌ
Ｓ
。
救
急
隊
員
一
八
七
名
全

員
に
対
し
て
Ｂ
Ｌ
Ｓ
の
確
認
、
効
果
測
定
を
実
施
す

る
。第
二
期
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
。「
さ
せ
る
訓
練

で
は
な
く
、
自
ら
行
う
訓
練
と
し
て
、
救
急
隊
ご
と

に
想
定
を
自
ら
で
作
ら
せ
る
。現
場
で
あ
っ
た
こ
と
、

失
敗
し
そ
う
な
こ
と
、
参
考
に
な
る
こ
と
を
、
自
分

た
ち
の
隊
で
、
経
験
を
踏
ま
え
て
想
定
を
作
っ
て
も

ら
う
。」
と
白
石
係
長
。
第
三
期
は
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ（
オ
ス

キ
ー
）。シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
人
形
に
、
指
導
医
の
先
生

と
高
度
救
急
隊
の
職
員
で
想
定
を
入
れ
込
ん
で
訓
練

を
行
い
、
客
観
的
な
評
価
を
下
す
。
ま
た
、
胸
骨
圧

迫
の
深
さ
、
リ
ズ
ム
を
何
分
間
か
計
測
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
デ
ー
タ
を
と
り
、
客
観
的
に
評
価
す
る
と
い

う
。指
導
後
に
実
施
す
る
効
果
測
定
の
結
果
に
よ
り
、

高
度
救
急
隊
員
が
派
遣
指
導
を
実
施
す
る
と
い
う
。

病
院
実
習
関
連
業
務
と
し
て
は
、
就
業
前
病
院
実

習
及
び
再
研
修
が
あ
る
。

就
業
前
病
院
実
習
で
は
、
救
急
救
命
士
養
成
課
程

修
了
者
を
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
一
年
間
配
置

し
、
実
務
に
沿
っ
た
訓
練
を
行
い
、
徹
底
的
に
教
育

し
、
そ
の
後
、
各
所
属
に
配
置
す
る
。
そ
の
背
景
に

は
、
偏
っ
た
考
え
の
職
員
は
育
て
た
く
な
い
、「
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
は
何
か
」
を
分
か
る
よ
う
な
職
員
を
、

指
導
育
成
し
て
い
く
と
い
う
考
え
が
あ
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
再
研
修
で
は
、
通
常
の
救
急
救
命
士
の
再

研
修
に
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を
取
り
入

れ
、
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
職
員
と
一
緒
に
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
、
医
師
や
職
員
か
ら

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
た
り
、
救
急
車
に
同
乗
す

る
こ
と
で
、研
修
の
場
と
す
る
。
こ
の
再
研
修
時
に
、

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
職
員
が
救
急
隊
か
ら
研
修

生
の
受
け
入
れ
と
引
き
換
え
で
、現
場
へ
派
遣
さ
れ
、

技
術
の
伝
達
や
指
導
を
行
い
現
場
救
急
隊
の
質
の
向

上
に
努
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
効
果
測
定
を
各
年
度
三
期
に
分
け
て
行

い
、
第
一
期
の
基
本
手
技
で
基
準
を
満
た
さ
な
い
と

判
断
さ
れ
た
救
急
隊
に
対
し
て
は
、
救
急
指
導
係
が

指
導
に
出
向
き
、
現
場
に
も
出
動
す
る
。「
教
育
の

原
点
は
現
場
で
あ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
の
救
急
指
導
係
業
務
と
し
て
は
、
地
域

Ｍ
Ｃ
協
議
会
等
の
開
催
な
ど
の
Ｍ
Ｃ
関
連
業
務
、
事

後
検
証
（
一
次
検
証

約
二
、〇
〇
〇
件
）、
訓
練
研

修
計
画
の
企
画
・
立
案
、
救
急
医
療
機
関
そ
の
他
関

係
機
関
と
の
連
絡
調
整
な
ど
で
あ
る
。

②

高
度
救
急
隊
業
務

高
度
救
急
隊
業
務
と
し
て
は
、
自
署
管
内
（
ル
ー

ト
サ
ー
チ
）
の
救
急
出
動
、大
規
模
災
害
発
生
時
（
集

団
救
急
救
助
等
）
の
現
場
出
動
や
緊
急
消
防
援
助
隊

と
し
て
の
災
害
地
派
遣
高
度
救
急
隊
業
務
な
ど
が
あ

る
が
、
そ
の
う
ち
最
も
特
徴
的
な
の
が
、
医
師
同
乗

に
よ
る
救
急
出
動
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
医
師
同
乗
実
習
と
呼
び
、
市
立
八
幡
病

院
の
医
師
が
救
急
車
に
同
乗
し
て
、
救
急
隊
員
を
指

導
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
Ｍ
Ｃ
の
一
環
と
い
う

意
味
で
も
同
乗
し
て
い
た
だ
き
、
医
学
的
見
地
か
ら

そ
の
場
で
指
導
や
助
言
を
受
け
た
り
、
帰
署
後
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
で
、
知
識

や
技
術
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

医
師
同
乗
実
習
に
つ
い
て
は
、
病
院
側
と
消
防
側

と
が
協
定
を
結
ん
で
い
て
、
医
師
の
十
分
な
理
解
を

得
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
。
し
か
し
、
い
つ
も
医
師
が
同
乗
で
き
る
と
は
限

ら
な
い
た
め
、
医
師
の
確
保
に
頭
を
悩
ま
す
こ
と
も

あ
る
そ
う
だ
。

■
効
果
、
今
後
の
課
題
■

高
度
救
急
隊
を
配
置
し
た
こ
と
で
、指
導
面
で
は
、

各
隊
へ
き
め
細
か
な
指
導
が
可
能
と
な
っ
た
、
救
急

隊
を
指
導
す
る
管
理
・
監
督
者
に
助
言
が
可
能
と

な
っ
た
、
効
果
測
定
等
の
訓
練
・
研
修
体
制
が
充
実

し
た
、
現
場
活
動
を
把
握
で
き
、
す
ぐ
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
が
可
能
と
な
っ
た
な
ど
の
効
果
が
あ
る
。

災
害
対
応
力
と
い
う
面
で
は
、
再
研
修
の
派
遣
元

救
急
隊
に
高
度
救
急
隊
員
を
補
完
す
る
こ
と
で
警
防

編
成
の
負
担
が
軽
減
し
た
、
救
急
救
命
士
養
成
課
程

修
了
後
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
配
置
す
る
こ
と
で

警
防
編
成
の
負
担
が
軽
減
し
た
、
大
規
模
災
害
訓
練

等
各
種
訓
練
・
演
習
に
参
加
す
る
医
療
関
係
者
が
増

加
し
た
な
ど
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、「
質
の
保
障
は
当
然
で
あ

り
、
更
な
る
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
救

命
率
だ
け
で
な
く
、
社
会
復
帰
率
を
考
え
た
活
動
を

す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
病
院
前
救
護
体
制
の
確
立

が
必
須
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。」
と
白
石
係
長

は
言
う
。「
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
か
ら
始
ま
る
医
療
機

関
に
お
け
る
二
次
救
命
処
置
ま
で
の
充
実
し
た
「
救

命
の
連
鎖
」
が
必
要
で
す
。
今
後
、
救
急
隊
員
へ
の

質
の
高
い
指
導
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
指
令
課
職

員
及
び
ポ
ン
プ
隊
へ
の
指
導
も
必
要
で
あ
り
、
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
訓
練
研
修
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。」

北
九
州
市
の
更
な
る
救
命
率
ア
ッ
プ
へ
と
つ
な
が

る
力
強
い
言
葉
で
あ
る
。
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当
久
留
米
広
域
消
防
本
部
は
、
平
成
二
一
年
四
月

に
久
留
米
市
消
防
本
部
と
隣
接
の
福
岡
県
南
広
域
消

防
本
部
が
消
防
広
域
化
に
お
い
て
統
合
。
人
口
約

四
二
万
五
、〇
〇
〇
人
、
面
積
四
三
四
・
一
五
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
管
轄
し
て
お
り
、
福
岡
県
南
西
部
に

位
置
し
、
福
岡
県
下
で
福
岡
市
・
北
九
州
市
に
次
ぐ

消
防
本
部
で
あ
り
ま
す
。

当
本
部
管
内
の
医
療
体
制
は
、
全
国
で
も
有
数
の

高
度
医
療
集
積
都
市
で
あ
り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
有

す
る
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
始
め
一
次
医
療
か

ら
三
次
医
療
ま
で
対
応
し
て
く
れ
る
救
命
セ
ン
タ
ー

や
数
多
く
の
二
次
医
療
機
関
や
救
急
告
示
医
療
機
関

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

私
が
救
急
隊
長
に
な
っ
て
間
も
な
い
平
成
二
年
の

夏
の
盛
り
、
管
内
で
発
生
し
た
六
三
歳
・
男
性
の
心

肺
停
止
症
例
に
出
動
。
現
場
到
着
後
、
直
ち
に
、
隊

員
一
致
協
力
し
て
心
肺
蘇
生
を
実
施
し
な
が
ら
病
院

へ
搬
送
。搬
送
中
に
自
発
呼
吸
及
び
心
拍
が
再
開
し
、

病
院
へ
収
容
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
二
週
間
後
、

本
人
が
何
の
後
遺
症
も
無
く
御
礼
に
来
署
さ
れ
た
の

で
す
。
こ
の
症
例
を
機
に
在
職
中
に
一
人
で
も
多
く

の
人
を
助
け
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

翌
年
の
平
成
三
年
に
は
救
急
救
命
士
法
が
制
定
さ

れ
、
救
急
救
命
処
置
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、私
も
救
急
救
命
士
を
目
指
し
、

平
成
九
年
に
エ
ル
ス
タ
九
州
を
四
四
歳
で
卒
業
、
救

急
救
命
士
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
地
域
に
お
い
て
Ｍ
Ｃ
協
議
会
が
設
置
さ

れ
、
医
師
の
具
体
的
指
示
下
で
の
気
管
挿
管
及
び
薬

剤
投
与
な
ど
、
救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
が
拡
大
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
一
七
年
に
気
管
挿
管
の
認

定
、
平
成
一
九
年
に
薬
剤
投
与
の
認
定
を
受
け
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

救
急
活
動
を
行
っ
て
い
く
上
で
、
地
域
ご
と
に
Ｍ

Ｃ
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
は
多
少
違
い
が
あ
り
ま
す
。
当

地
域
に
お
い
て
も
心
肺
停
止
傷
病
者
に
お
け
る
除
細

動
・
気
管
挿
管
及
び
薬
剤
投
与
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
が

策
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、今
後
に
お
い
て
も
、様
々

な
活
動
に
つ
い
て
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
が
策
定
さ
れ
る

等
、
救
急
業
務
高
度
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
更
に

進
め
ら
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

我
々
救
急
隊
が
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
つ

つ
、
各
地
域
Ｍ
Ｃ
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
を
遵
守
し
、
傷

病
者
に
適
し
た
救
急
救
命
処
置
を
迅
速
か
つ
的
確
に

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
救
命
率
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
消
防
本
部
に
お
い
て
、
現
在
、
Ｐ
Ａ
連

携
体
制
を
構
築
し
、
運
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
特
定
行
為
を
実
施
し
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
現
場
滞
在
時
間
の
短
縮
が
図
ら
れ
、

迅
速
な
救
急
活
動
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
救
急
業
務
高
度
化
の
取
り
組
み
、

組
織
的
な
対
応
、
ま
た
我
々
救
急
隊
が
、
い
か
に
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
つ
つ
対
応
し
て
い
く
か

が
、
一
人
で
も
多
く
の
社
会
復
帰
者
を
生
み
出
す
原

動
力
と
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
救
急
隊
員
と
し
て
、
各
地
域
の

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
も
と
救
急
医
療

機
関
と
の
連
携
を
深
め
つ
つ
、
何
の
後
遺
症
も
無
く

社
会
復
帰
で
き
る
傷
病
者
を
一
人
で
も
増
や
し
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
は
、
救
急
隊
員
と
し
て
退
職
ま
で
に
何
人

の
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

皆
様
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

現
場
か
ら 

一 

人
で
も
多
く
の

社
会
復
帰
を
め
ざ
し
て

救
急
救
命
九
州
研
修
所

第
4
期
卒
業
生

久
留
米
市
消
防
本
部

髙
田

康
弘

救
急
の
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平
成
一
九
年
七
月
一
六
日
、
一
〇
時
一
三
分
、
新

潟
県
中
越
沖
地
震
発
生
。

当
時
、
私
は
先
輩
救
命
士
と
生
涯
教
育
の
一
環
で

あ
る
病
院
実
習
中
で
し
た
。
突
然
突
き
上
げ
る
よ
う

な
激
し
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
、
立
っ
て
い
る
こ
と
が
で

き
ず
に
思
わ
ず
屈
み
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
壁
に

つ
か
ま
り
何
も
で
き
な
い
私
の
目
前
に
は
、
救
急

カ
ー
ト
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
が
氷
上
を
滑
る
よ
う
に

移
動
す
る
様
や
棚
が
倒
れ
資
器
材
が
床
に
散
乱
す
る

光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
三
年
前
に
経
験
し
た

中
越
地
震
よ
り
遥
か
に
強
い
揺
れ
を
感
じ
、
多
数
の

傷
病
者
の
発
生
や
相
当
数
の
住
宅
が
被
害
を
受
け
て

い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
し
た
。
職
場
（
震

源
に
近
い
沿
岸
部
に
位
置
す
る
）
に
戻
る
こ
と
を
即

断
。
職
場
へ
と
急
ぐ
道
中
に
は
、
垂
れ
下
が
っ
た
電

線
・
亀
裂
が
入
り
段
差
の
で
き
た
道
路
・
倒
壊
し
て

い
る
建
物
等
が
次
々
と
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し

た
。
自
宅
や
家
族
の
安
否
が
脳
裏
を
過
ぎ
る
中
、
こ

れ
か
ら
直
面
す
る
災
害
現
場
へ
と
気
持
ち
を
切
り
替

え
る
こ
と
で
精
一
杯
で
し
た
…
…
。

あ
れ
か
ら
間
も
な
く
二
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
災
害
時
、
地
域
住
民
相
互
の
連
携
が
い
か
に
大

切
か
実
感
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
各
地
域
で
自

主
防
災
組
織
の
設
立
が
漸
次
進
行
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

箇
所
も
学
校
関
係
・
各
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
等
へ
と
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
奇
し
く
も
二
度
の

震
災
経
験
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
災
害
に
対
す
る
危

機
意
識
は
高
ま
り
、
応
急
手
当
講
習
会
の
需
要
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
学
び
の
効
果
の
一
つ
で
あ
る
「
経

験
」
を
動
機
付
け
と
し
、
応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動

を
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
年
、応
急
手
当
講
習
受
講
者
数
の
増
加
、
一
一
九

番
通
報
時
の
口
頭
指
導
等
が
要
因
と
な
り
バ
イ
ス
タ

ン
ダ
ー
Ｃ
Ｐ
Ｒ
実
施
率
は
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、

不
確
実
な
Ｃ
Ｐ
Ｒ
も
少
な
か
ら
ず
実
施
率
に
含
ま
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。社
会
復
帰
率
の
増
加
に
は
、

単
に
実
施
率
向
上
を
図
る
だ
け
で
な
く
「
い
ざ
と
い

う
時
、
的
確
な
救
命
手
当
を
実
践
で
き
る
バ
イ
ス
タ

ン
ダ
ー
の
育
成
」
が
重
要
で
す
。
自
作
ビ
デ
オ
等
を

活
用
し
効
果
的
か
つ
魅
力
あ
る
講
習
会
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

早
い
も
の
で
救
急
救
命
士
資
格
を
取
得
し
一
〇
年

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
気
管
挿
管
・
薬
剤
投
与
追
加

講
習
を
履
修
、
薬
剤
投
与
病
院
実
習
を
修
了
し
、
病

院
前
救
護
を
担
う
プ
ロ
と
し
て
の
見
識
を
更
に
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
救
急
現
場
か
ら
二
次
救
命
処
置
が
開
始
で

き
る
よ
う
に
な
り
傷
病
者
に
と
っ
て
有
益
と
な
る
反

面
、
現
場
滞
在
時
間
の
延
長
等
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。
隊
員
間
の
円
滑
な
連
携
を
図
り
、
迅
速
確

実
な
現
場
活
動
に
努
め
る
と
と
も
に
、
関
係
者
等
の

不
信
感
を
招
か
ぬ
よ
う
、
今
ま
で
以
上
に
接
遇
面
に

も
重
点
を
置
い
た
活
動
を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま

す
。「

が
ん
ば
ろ
う
！
輝
く
柏
崎
〜
さ
ら
な
る
未
来
へ
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
市
内
の
各
所
に
再
建
住
宅
を

目
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
確

実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
努
め
、
期

待
と
信
頼
に
応
え
る
べ
く
、不
断
の
努
力
を
心
が
け
、

着
実
に
業
務
を
遂
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
場
か
ら

震
災
…
…
そ
し
て
今

救
急
救
命
東
京
研
修
所

第
15
期
卒
業
生

柏
崎
市
消
防
本
部

山
﨑

豊

救
急
の
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■
連
載
読
み
物い

の
ち

文
化
史
第
22
回

文――立川昭二
北里大学名誉教授

の

プロフィール
たつかわ しょうじ
医療史専攻。文化史・生活史
の視点から病気・医療を追
究。主な著書に、『病気の社
会史』（岩波現代文庫）『年
をとって、初めてわかるこ
と』（新潮社）『からだの文
化誌』（文藝春秋）『生と死
の美術館』（岩波書店）『日
本人の死生観』（筑摩書房）
など。

点
滴
の
瓶
の
中
ま
で
寒
夕
焼

山
口
巡
一
路

昭
和
六
十
二
年
の
朝
日
新
聞
の
歌
壇
に
載
っ
た
一

句
で
あ
る
。

「
点
滴
」
と
い
え
ば
、
今
日
で
は
幼
児
で
も
知
っ

て
い
る
。
栄
養
や
薬
液
の
補
給
そ
し
て
輸
血
を
目
的

に
、
高
所
に
置
い
た
灌
注
器
か
ら
液
体
を
滴
ら
せ
、

そ
れ
を
管
で
接
続
し
た
注
射
針
に
よ
っ
て
静
脈
に
直

接
注
入
す
る
器
具
。
正
し
く
は
点
滴
注
射
。
最
近
は

「
輸
液
」
と
も
い
わ
れ
る
。

ス
タ
ン
ド
に
逆
さ
ま
に
吊
る
さ
れ
た
瓶
、
ポ
タ
ポ

タ
と
落
ち
る
液
体
の
速
さ
を
調
節
す
る
点
滴
筒
、
透

明
な
チ
ュ
ー
ブ
と
静
脈
針
―
―
。
重
力
と
大
気
圧
を

応
用
し
た
こ
の
シ
ン
プ
ル
な
点
滴
セ
ッ
ト
は
、
今
日

の
医
療
現
場
で
も
っ
と
も
馴
染
み
ぶ
か
い
医
療
グ
ッ

ズ
で
あ
る
。
病
院
の
廊
下
を
患
者
た
ち
が
点
滴
ス
タ

ン
ド
を
引
き
ず
り
な
が
ら
歩
い
て
い
る
光
景
は
、
今

日
で
は
日
常
的
な
も
の
で
あ
る
。

点
滴
が
日
本
の
病
院
で
普
及
す
る
の
は
戦
後
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
は
じ
め
は
ガ
ラ
ス
製
の
点
滴

筒
と
ゴ
ム
管
で
あ
っ
た
が
、
六
十
年
代
に
な
っ
て
透

明
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
使
い
捨
て
点
滴
セ
ッ
ト
が
登

場
し
、
品
質
改
良
と
大
量
生
産
が
急
速
に
進
ん
だ
。

点
滴
が
短
歌
や
俳
句
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
の

も
六
十
年
代
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
先
の
句
は
ガ
ラ

ス
瓶
の
点
滴
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
句
と
い
え
る
。

俳
句
に
詠
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、点
滴
は
「
文
化
」

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

高
見
順
と
い
え
ば
、
日
本
近
代
文
学
館
の
初
代
理

事
長
で
最
後
の
文
士
と
い
わ
れ
た
作
家
で
あ
る
が
、

彼
は
食
道
ガ
ン
に
よ
る
凄
絶
な
病
床
生
活
を
日
記
に

克
明
に
書
き
残
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
昭
和

三
十
八
年
か
ら
の
入
院
中
の
日
記
に
は
毎
日
の
よ
う

に
点
滴
の
記
録
が
見
ら
れ
る
。
最
後
の
入
院
と
な
っ

た
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
付
属
病
院
の
ベ
ッ
ド

で
、
昭
和
四
十
年
四
月
十
三
日
、
次
の
よ
う
に
書
き
、

点
滴
の
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
い
る
（
挿
絵
）。

 

点
滴
の
中
間
の
た
ま
り
に
ア
ワ
が
ひ
と
つ
で
き

て
い
た
が
、
上
か
ら
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
、
い
く
ら

点
滴
が
落
ち
て
き
て
も
、
そ
し
て
そ
の
つ
ど
、
た

ま
り
の
注
射
液
が
ぐ
ら
り
ぐ
ら
り
と
ゆ
れ
る
の
だ

が
、
そ
の
ア
ワ
は
絶
対
に
消
え
な
い
。
一
緒
に
ゆ

れ
な
が
ら
、
決
し
て
つ
ぶ
れ
な
い
。

「
し
っ
か
り
！
」

 

と
私
は
下
か
ら
眺
め
な
が
ら
声
援
し
た
。
ブ
ド
ウ

糖
液
の
点
滴
が
終
り
、プ
ラ
ス
マ
に
か
わ
っ
て
も
、

ア
ワ
は
ま
だ
消
え
ず
に
、
が
ん
ば
っ
て
い
た
。

点
滴
、命
を
つ
な
ぐ
管
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点
滴
で
命
を
つ
な
い
で
い
た
最
後
の
文
士
高
見
順

は
、
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
し
た
四
ヶ
月
後
、
五
十
八
歳

で
息
を
引
き
と
っ
た
。

点
滴
は
き
わ
め
て
簡
単
な
器
具
だ
け
に
、
操
作
を

う
っ
か
り
誤
る
と
患
者
の
生
命
に
か
か
わ
る
重
大
な

医
療
事
故
に
つ
な
が
る
。
看
護
師
が
液
体
を
間
違
え

て
注
入
し
た
た
め
死
亡
事
故
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が

起
き
る
。
と
き
に
は
、
点
滴
瓶
に
故
意
に
水
道
水
な

ど
を
入
れ
て
殺
人
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
ま
で

あ
る
。

作
家
高
見
順
が
亡
く
な
っ
て
四
十
一
年
後
の
平
成

十
八
年
七
月
三
十
一
日
、『
戦
艦
武
蔵
』
な
ど
の
作

品
で
知
ら
れ
る
作
家
吉
村
昭
さ
ん
が
七
十
九
歳
で
亡

く
な
っ
た
。
舌
ガ
ン
の
あ
と
膵
臓
ガ
ン
の
手
術
を
受

け
て
い
た
。
死
後
の
お
別
れ
の
会
で
、
夫
人
で
作
家

の
津
村
節
子
さ
ん
の
挨
拶
か
ら
、
吉
村
さ
ん
が
自
宅

の
ベ
ッ
ド
で
自
ら
点
滴
の
管
を
抜
い
た
こ
と
が
あ
き

ら
か
に
さ
れ
、朝
日
新
聞
（
八
月
二
十
六
日
）
は
「
故

吉
村
昭
さ
ん
、
自
ら
点
滴
外
す
」
と
い
う
見
出
し
で

報
道
し
、
世
間
を
驚
か
せ
た
。

そ
の
津
村
さ
ん
の
挨
拶
が
『
文
藝
春
秋
』
十
月
号

に
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
亡
く
な
る
前
日
の
こ
と

が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

 

そ
の
日
の
夜
に
な
っ
て
、
吉
村
が
い
き
な
り
点

滴
の
管
と
管
の
つ
な
ぎ
目
を
は
ず
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。私
は
仰
天
し
て「
あ
な
た
、何
し
て
る
の
！
」

と
叫
び
、
す
ぐ
娘
と
二
十
四
時
間
対
応
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
電
話
し
ま
し
た
。

私
は
気
が
動
転
し
て
い

ま
し
た
が
、
娘
が
落
ち
着

い
て
管
と
管
の
つ
な
ぎ
目

を
つ
な
い
で
く
れ
ま
し
た
。

よ
う
や
く
一
安
心
し
て

い
る
と
、
吉
村
は
、
首
の

下
の
皮
膚
に
埋
め
込
ん
で

あ
る
カ
テ
ー
テ
ル
ポ
ー
ト

に
入
れ
て
あ
る
点
滴
の
針

を
、
自
分
で
引
き
抜
い
て

し
ま
い
ま
し
た
。

 

私
は
呆
然
と
し
て
何
も
出
来
ず
、
や
が
て
看
護

師
さ
ん
が
到
着
し
た
と
き
、

「
も
う
、
い
い
で
す
。
も
う
、
い
い
で
す
」

と
言
い
ま
し
た
。
娘
も
泣
き
な
が
ら
、

「
お
母
さ
ん
、
も
う
い
い
よ
ね
」
と
言
い
ま
し
た
。

津
村
さ
ん
は
さ
ら
に
「
吉
村
が
覚
悟
し
、
自
分
で

自
分
の
死
を
決
め
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
こ
と

は
、彼
に
と
っ
て
は
良
か
っ
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
、

今
に
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

剛
直
な
作
家
吉
村
昭
さ
ん
は
、
瀕
死
の
病
床
で
、

点
滴
の
管
を
自
分
で
引
き
抜
く
だ
け
の
気
力
と
意
志

力
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

吉
村
昭
さ
ん
の
死
を
「
尊
厳
死
」
と
い
え
る
か
ど

う
か
。
尊
厳
死
は
医
療
者
の
判
断
と
患
者
・
家
族
と

の
対
話
の
も
と
に
行
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
立
場
か

ら
は
、
吉
村
さ
ん
の
死
に
方
を
尊
厳
死
と
考
え
て
い

い
か
ど
う
か
に
は
判
断
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る

で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
吉
村
さ
ん
が
私
た
ち
に
あ
ら

た
め
て
明
示
し
て
く
れ
た
厳
粛
な
事
実
は
、
今
日
病

気
が
末
期
と
な
り
、
自
分
で
自
分
の
死
を
決
め
よ
う

と
す
る
の
な
ら
、
点
滴
の
管
を
自
分
で
抜
く
と
い
う

こ
と
を
実
行
す
る
ほ
か
な
い
―
―
と
い
う
厳
粛
な
事

実
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

高見順のスケッチした点滴
（『続高見順日記』第６巻）
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急
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ち
へ

救急救命士をめざす人たちへ

MESSAGE

文─狩野由美子
（前）救急救命東京研修所教授

三
年
前
、
偶
然
に
も
救
急
救
命
東
京
研
修
所
の
教

授
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。「
偶
然
」
と

書
い
た
の
は
、
赴
任
直
前
に
私
の
所
属
し
て
い
た
部

門
は
解
剖
学
教
室
で
あ
り
、
本
来
は
救
急
救
命
士
と

は
ほ
と
ん
ど
関
わ
る
こ
と
の
な
い
分
野
だ
っ
た
か
ら

で
す
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
先
生
方
が
、
救
急
救
命
東
京

研
修
所
の
変
遷
や
救
急
救
命
士
を
取
り
巻
く
現
状
等

に
つ
い
て
は
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
普
段
な
じ
み
の
薄
い
、
基
礎
医

学
分
野
の
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

医
療
の
分
野
に
関
わ
る
者
は
ど
こ
か
の
過
程
で
必

ず
解
剖
生
理
学
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
も
の

の
形
」
が
解
剖
学
、「
機
能
」
が
生
理
学
で
あ
り
、

こ
の
二
つ
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
り

ま
す
。
形
あ
る
も
の
は
何
ら
か
の
機
能
を
持
ち
、
機

能
あ
る
も
の
は
何
ら
か
の
形
を
持
つ
、
と
い
う
言
葉

は
解
剖
生
理
学
の
分
野
、
特
に
形
態
学
に
携
わ
る
者

に
は
な
じ
み
深
い
言
葉
で
す
。
解
剖
学
は
元
々
、
肉

眼
や
顕
微
鏡
で
人
体
各
所
の
形
や
構
造
を
観
察
す
る

学
問
で
す
が
、
ミ
ク
ロ
（
今
で
は
百
万
分
の
一
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
下
の
レ
ベ
ル
ま
で
顕
微
鏡
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）
の
世
界
を
含
め
、「
正
常
な
人
体
構

造
を
観
察
す
る
」
と
い
う
作
業
は
、
現
在
で
は
解
剖

学
の
主
流
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
解
剖
学
は
形
態
を
見

る
学
問
と
は
言
え
、
今
や
ま
す
ま
す
生
理
学
や
生
化

学
と
密
接
に
関
係
し
、
研
究
の
中
心
は
、
物
質
の
局

在
を
時
間
経
過
で
追
跡
し
た
り
、
生
化
学
的
手
法
や

遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
解
明
さ
れ
た
物
質
が
本
当
に
細
胞

で
生
合
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
遺
伝
子
異
常
が
ど
の

よ
う
な
形
と
な
っ
て
現
れ
る
の
か
、
と
い
っ
た
現
象

の
可
視
化
が
解
剖
学
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
基

礎
医
学
分
野
で
も
こ
こ
一
五
〜
二
〇
年
間
の
研
究
の

進
歩
は
目
覚
ま
し
く
、
特
に
再
生
医
療
、
遺
伝
子
解

析
の
領
域
で
は
生
命
の
本
質
に
迫
る
研
究
が
次
々
と

成
果
を
上
げ
、
臨
床
応
用
も
す
で
に
始
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
幹
細
胞
や
ク
ロ
ー
ン
と
い
う
言
葉
を
、
新
聞

や
テ
レ
ビ
等
の
ニ
ュ
ー
ス
で
目
に
す
る
こ
と
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
。
医
療
技
術
の
進
歩
に
加
え
、
基
礎

医
学
の
分
野
で
も
新
し
い
情
報
が
年
々
増
え
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
救
急
救
命
士
テ
キ
ス
ト
が
次
第
に
厚

く
な
り
、
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
知
識
の
量
が
増

え
る
の
も
致
し
方
な
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。と

こ
ろ
で
、
病
態
を
理
解
・
把
握
す
る
た
め
に
は

解
剖
・
生
理
学
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
、
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
今
後
、
テ
キ
ス
ト
が
よ
り
高
度
な
内
容

に
改
訂
さ
れ
て
い
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
二
つ
が
テ

キ
ス
ト
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

最
も
不
可
欠
な
解
剖
・
生
理
の
知
識
は
、
あ
ま
り
に

基
礎
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
理
屈
抜
き
で
覚
え
る
べ
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き
学
問
、
と
い
う
印
象
を
持
た
れ
る
方
も
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
も
う
少
し
だ
け
興

味
を
持
っ
て
本
を
眺
め
直
し
て
み
て
下
さ
い
。
人
体

ほ
ど
神
秘
的
で
精
巧
に
創
ら
れ
た
も
の
は
な
い
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
人
体
に
関
す
る
雑
学

的
知
識
を
御
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

食
べ
残
し
た
チ
キ
ン
の
骨
を
じ
っ
く
り
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。
お
そ
ら
く
四
肢
の
骨
で
あ
れ
ば
、

細
長
い
棒
の
両
端
が
ふ
く
ら
ん
だ
よ
う
な
形
を
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
骨
の
表
面
に
、
ざ
ら
ざ
ら

し
た
部
分
と
滑
ら
か
な
部
分
が
あ
る
の
に
お
気
付
き

で
す
か
。
ざ
ら
ざ
ら
し
た
部
分
は
骨
端
に
近
い
と
こ

ろ
、
滑
ら
か
な
部
分
は
骨
間
部
に
見
ら
れ
る
は
ず
で

す
。
こ
の
ざ
ら
ざ
ら
し
た
と
こ
ろ
は
、
筋
肉
が
骨
に

し
っ
か
り
と
付
着
し
て
い
た
痕
跡
な
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
筋
肉
の
中
央
部
で
あ
る
筋
腹
の
部
分
は
骨
に

付
く
こ
と
な
く
自
由
に
動
く
こ
と
が
で
き
、
筋
肉
の

大
き
な
動
き
と
な
る
の
で
す
。
鶏
肉
で
あ
れ
豚
肉
で

あ
れ
肉
を
骨
か
ら
は
ず
す
時
は
、
両
端
さ
え
骨
か
ら

剝
が
し
て
し
ま
え
ば
、
あ
と
は
比
較
的
簡
単
に
肉
だ

け
取
れ
る
は
ず
で
す
。

も
う
一
つ
、
横
隔
膜
に
つ
い
て
の
雑
学
を
。
横
隔

膜
は
胸
腔
と
腹
腔
と
の
境
と
な
る
構
造
で
、
呼
吸
に

関
与
す
る
主
要
な
筋
肉
で
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
横
隔
膜
に
は
三
つ
の「
あ
な
」

が
あ
り
ま
す
。
横
隔
膜
を
貫
通
す
る
大
動
脈
、
下
大

静
脈
、
食
道
の
通
り
道
で
あ
る
大
動
脈
裂
孔
、
下
大

静
脈
孔
、
食
道
裂
孔
で
す
。
静
脈
だ
け
に
「
孔
」
と

い
う
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
つ
の
中
で

い
わ
ゆ
る
「
あ
な
」
と
言
え
る
の
は
下
大
静
脈
孔

で
、
こ
れ
は
横
隔
膜
の
中
心
部
を
な
す
腱
（
横
隔
膜

は
中
央
部
を
腱
中
心
と
言
い
、
筋
肉
は
そ
の
周
囲
に

放
射
状
に
配
列
し
て
い
ま
す
）
の
部
分
を
貫
通
し
ま

す
。
あ
と
の
二
つ
は
「
あ
な
」
と
い
う
よ
り
筋
束
と

筋
束
の
間
か
ら
顔
を
出
す
よ
う
な
形
で
胸
腔
か
ら
腹

腔
あ
る
い
は
腹
腔
か
ら
胸
腔
へ
と
横
隔
膜
を
貫
く
の

で
す
。
何
本
も
並
ん
だ
細
い
ゴ
ム
バ
ン
ド
の
間
か
ら

指
を
さ
し
出
し
た
状
態
、
と
言
え
ば
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
で
し
ょ
う
か
。「
裂
孔
」
と
い
う
漢
字
が
使
わ

れ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
腱

の
部
分
を
貫
通
す
る
か
筋
肉
の
間
を
通
る
か
、
と
い

う
こ
と
に
も
、
機
能
に
関
係
し
て
重
要
な
意
味
が
あ

る
の
で
す
。
静
脈
は
動
脈
と
比
較
し
て
血
管
壁
が
薄

く
弾
力
性
も
な
い
の
で
、
静
脈
が
収
縮
機
能
の
な
い

腱
の
部
分
を
通
る
こ
と
で
、
呼
吸
時
に
横
隔
膜
が
収

縮
し
て
も
静
脈
自
体
が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
下

半
身
か
ら
の
血
液
を
心
臓
に
返
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
人
体
に
秘
め
ら
れ
た
巧
み
な
技
に
、
そ
し
て

非
常
に
よ
く
で
き
た
位
置
関
係
に
驚
き
ま
す
。一
方
、

食
道
は
筋
肉
の
部
分
を
貫
通
す
る
と
都
合
の
よ
い
理

由
が
あ
り
ま
す
。
食
道
と
胃
の
吻
合
部
周
囲
に
は
、

食
物
の
通
過
を
制
御
す
る
弁
の
よ
う
な
構
造
は
存
在

し
ま
せ
ん
。
食
道
が
横
隔
膜
の
筋
肉
の
部
分
を
通
過

し
た
後
に
筋
肉
が
収
縮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食
道
か

ら
胃
に
入
っ
た
食
物
が
逆
流
し
な
い
よ
う
弁
の
役
割

を
横
隔
膜
が
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。
横
隔
膜
が
生

理
学
上
の
括
約
筋
と
し
て
作
用
す
る
の
で
す
。

以
上
は
国
家
試
験
に
は
出
題
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

解
剖
学
よ
も
や
ま
話
で
す
が
、
な
に
げ
な
く
目
に
し

て
い
る
解
剖
学
用
語
も
時
間
に
余
裕
の
あ
る
時
に
見

直
し
て
み
る
と
、
人
体
の
持
つ
不
思
議
な
機
能
に
気

付
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
少
し
の
好
奇
心

と
興
味
が
あ
れ
ば
今
ま
で
漠
然
と
見
て
い
た
解
剖
学

図
譜
に
も
意
外
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
機
会
に
少
し
で
も
人
体
解
剖
学
に
興
味
を

持
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
。
研
修
所
で
講
義
を
し
て
い
る
と
、
ま
っ

た
く
思
い
も
か
け
な
い
よ
う
な
観
点
か
ら
質
問
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
質
問
」
と
い
う
形
で
、

私
は
随
分
と
研
修
生
か
ら
多
く
の
こ
と
を
教
え
ら
れ

ま
し
た
。
同
じ
言
葉
を
聞
き
な
が
ら
も
解
釈
の
仕
方

に
差
が
出
る
の
は
、
自
分
の
教
え
方
に
い
た
ら
な
い

点
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
と
反
省
し
つ
つ
も
、
物
の
見

方
は
十
人
十
色
、
実
に
面
白
い
と
思
っ
て
研
修
生
の

話
を
聞
い
て
い
ま
す
。質
問
す
る
こ
と
を
躊
躇
わ
ず
、

疑
問
を
投
げ
か
け
て
み
て
下
さ
い
。「
良
質
の
質
問
」

は
、
お
互
い
に
新
た
な
知
識
の
枝
葉
を
広
げ
る
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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辻本 博文 
五條市消防本部救急システム研究会

１

は
じ
め
に

救
急
救
命
士
制
度
が
発
足
し
て
一
八
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
過
去
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
緩
や

か
で
は
あ
る
が
そ
の
歩
み
は
着
実
に
目
的
へ
向
か
っ

て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
段
階
的
な
施
策
と
し
て

救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
は
包
括
的
指
示
に
よ
る
除

細
動
（
早
期
除
細
動
）・
気
管
挿
管
・
薬
剤
投
与
な

ど
処
置
の
高
度
化
と
範
囲
拡
大
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
国
・
医
療
関
係
者
・
救
急
救
命
士
等
々

が
一
体
と
な
っ
て
患
者
本
位
に
立
っ
た
救
急
医
療
の

発
展
・
病
院
前
救
護
の
充
実
を
目
指
し
て
き
た
結
果

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

当
然
院
内
に
お
い
て
は
、
確
立
さ
れ
て
い
る
時
間

を
含
む
処
置
記
録
は
、
病
院
前
に
お
け
る
救
急
活
動

の
中
で
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
救
急
現
場

に
お
い
て
は
限
り
あ
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
中
で
、
記
憶

や
筆
記
・
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
・
無
線
連
絡
と
い
っ

た
各
消
防
本
部
あ
る
い
は
救
急
救
命
士
個
々
の
記
録

方
法
に
よ
っ
て
、
処
置
録
を
は
じ
め
、
検
証
票
あ
る

い
は
ウ
ツ
タ
イ
ン
様
式
等
に
反
映
さ
せ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
と
推
察
す
る
。

し
か
し
、
先
に
も
記
し
た
と
お
り
、
救
急
救
命
士

の
処
置
拡
大
及
び
高
度
化
を
伴
う
病
院
前
救
護
の
発

展
を
握
る
一
要
因
と
し
て
、
時
間
経
過
の
記
録
が
重

要
な
位
置
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
精
度
を
保
っ
た
デ
ー

タ
の
記
録
方
法
が
望
ま
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

２

研
究
内
容

Ｍ
Ｃ
（
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
事
後
検
証
・

救
急
救
命
士
処
置
録
等
に
反
映
さ
れ
る
、
救
急
救
命

士
が
現
場
に
お
い
て
実
施
す
る
特
定
行
為
等
の
時
間

経
過
情
報
の
共
有
と
、
特
定
行
為
実
施
時
に
お
け
る

支
援
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
更
に
は
処
置
経
過

記
録
を
残
す
た
め
の
方
法
と
最
適
な
入
力
及
び
記
録

媒
体
（
ハ
ー
ド
）、
記
録
の
た
め
の
入
力
ソ
フ
ト
開

発
及
び
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
つ
い
て
研
究
す
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
可
能
で
あ
れ
ば
、
調
査
に
よ
り
得

ら
れ
た
情
報
か
ら
、
デ
ー
タ
保
存
の
義
務
化
及
び
統

一
化
と
、
保
存
し
た
デ
ー
タ
の
流
用
の
可
能
性
に
つ

い
て
提
案
を
し
て
み
た
い
。

３

研
究
経
過

⑴

ハ
ー
ド
の
選
択

 
 

処
置
経
過
記
録
に
つ
い
て
は
、
筆
記
に
よ
る

も
の
や
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
様
々
な
機
材

に
よ
り
そ
の
精
度
を
上
げ
る
た
め
各
本
部
・
各

隊
員
が
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
し
、
努
力
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
る
。

⒜

紙
に
よ
る
筆
記
方
法

⒝

無
線
等
に
よ
る
通
信
員
記
録
方
法

⒞ 

Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
代
表
す
る
音
声
記
録

方
法

⒟

救
急
現
場
用
Ｍ
Ｅ
に
よ
る
記
録
方
法

⒠

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
記
録
方
法

⑵

ハ
ー
ド
の
検
討
結
果

 

ハ
ー
ド
の
選
択
は
パ
ソ
コ
ン
と
し
、
パ
ソ
コ

ン
に
よ
る
記
録
方
法
の
検
討
・
研
究
を
進
め
る

こ
と
に
し
た
。

 

携
行
性
・
コ
ン
パ
ク
ト
化
は
今
後
の
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
開
発
を
待
つ
こ
と
に
し
、
そ
れ
に

も
増
し
て
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
や
膨
大
な
支
援
情

報
・
画
像
の
蓄
積
機
能
ま
た
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
な
ど

に
よ
る
他
ハ
ー
ド
と
の
連
携
と
い
っ
た
機
能
を

取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
的
な
装
置
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
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⒞ 

出
力
状
況

⒟

支
援
情
報

４

研
究
結
果

今
回
の
研
究
で
使
用
し
た
パ
ソ
コ
ン
は
、
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
四
台
で
あ
る
。
入
力
操
作
は
す
べ
て
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
式
で
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ソ

コ
ン
の
特
徴
と
し
て
、
①
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
タ
イ
プ
、

②
リ
モ
ー
ト
用
パ
ソ
コ
ン
タ
イ
プ
、
③
ピ
ュ
ア
タ
ブ

レ
ッ
ト
タ
イ
プ
、
④
ド
ラ
イ
ブ
レ
ス
タ
イ
プ
で
あ
る

が
、
ピ
ュ
ア
タ
ブ
レ
ッ
ト
タ
イ
プ
が
、
操
作
性
・
携

行
性
等
に
お
い
て
優
位
で
あ
り
、
使
用
の
可
能
性
を

感
じ
た
。

⑶

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
使
用
状
況

⒜

制
作
し
た
ソ
フ
ト
の
作
動
状
況

⒝

現
場
を
想
定
し
た
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
状
況

⒜

使
用
状
況
の
研
究
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン

⒝

画
像
記
録
状
況

５

今
後
の
課
題

先
に
も
書
い
た
よ
う
に
、
患
者
監
視
装
置
あ
る
い

は
除
細
動
器
モ
ニ
タ
ー
に
処
置
内
容
の
記
録
が
で
き

る
機
能
を
付
加
し
た
り
、
救
急
車
固
有
の
機
能
と
し

て
患
者
情
報
の
共
有
が
機
関
員
を
含
め
た
隊
員
間
で

可
能
な
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
現
場
に
即
し
た
、
本
当
の

現
場
を
考
え
た
機
材
の
開
発
が
、
更
に
は
純
粋
に
救

急
現
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
材
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究

開
発
が
必
要
で
は
な
い
か
と
痛
切
に
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

新
た
な
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
が
作
成
さ
れ
、
救
急
隊
員

が
外
し
て
は
な
ら
な
い
情
報
が
日
を
追
う
ご
と
に
増

え
て
い
く
昨
今
、
救
急
隊
員
に
対
し
て
の
サ
ポ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
期
待
す
る
。
こ
れ
は
そ
の
一
部

と
し
て
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

参
考
と
し
た
ソ
フ
ト

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
救
急
時
計 version 1.1

ERT
IM
ER.lzh

（
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
）

作
者
・
著
作
権

中
村

紳
（
岩
手
県
立
磐
井
病
院

循
環
器
科
）

二
〇
〇
三
・
九
・
一
三 

現
在

基本画面

エクセルによるデータ記録画面

除細動実施時の画面救急車内操作状況

現場での操作状況 薬剤投与処置の画面

カメラ設置状況

ピュアタブレット（検
証したパソコンのうち
の1台）

例 プロトコール

※１ 薬剤投与の適応ありと判断した場合には、直ちに医師に指示要請をする。
この際、迅速な投与を可能にするために並行して投与薬剤の準備を進める。

※２ 医師が薬剤投与を指示した場合には、心電図上モニターの波形を確認しプ
ロトコールに従って薬剤を投与する。波形確認時のCPRの中断可。（5～ 10秒
以内にとどめる）

※３ モニター確認後より解析までと、解析からショックまでの間にも胸骨圧迫
は続けること。

※４ 薬剤投与中も胸骨圧迫を中断しないこと。
※５ 搬送開始の目安

・VF・無脈性VTの場合、ショック3回後に考慮。
・PEA・心静止の場合、2クールのCPR後に考慮。
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救急に関する調査研究助成事業報告書（概要）

急性期病院で実践できる救急救命士の
役割の検討

松月みどり
財団法人田附興風会医学研究所北野病院

研
究
目
的

救
急
救
命
士
を
雇
用
し
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
医
療

処
置
も
含
ん
で
ど
こ
ま
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
実
施
で
き
た
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

と
も
に
業
務
を
行
っ
た
、
救
急
救
命
士
と
医
師
・
看

護
師
の
反
応
も
明
ら
か
に
す
る
。

研
究
方
法

１ 

民
間
の
急
性
期
病
院
で
救
急
救
命
士
を
雇
用

し
、
二
四
時
間
交
替
制
勤
務
に
従
事
す
る
。

２ 

救
急
救
命
士
が
一
年
間
で
実
施
で
き
た
業
務
内

容
の
詳
細
を
明
確
に
す
る
。

３ 

救
急
部
専
任
の
医
師
・
看
護
師
お
よ
び
救
急
救

命
士
の
評
価
を
ア
ン
ケ
ー
ト
と
聞
き
取
り
調
査
す

る
。

４ 
倫
理
的
配
慮
と
し
て
、
調
査
結
果
を
報
告
書
な

ど
で
公
表
す
る
こ
と
の
承
諾
を
得
た
。

救
急
救
命
士
の
雇
用
条
件

救
急
救
命
士
の
有
資
格
者
と
い
う
こ
と
で
、
検
査

技
師
と
同
等
の
給
与
体
系
に
し
て
年
俸
制
と
し
て
新

規
雇
用
し
た
。
採
用
者
は
二
名
と
し
た
。
そ
の
理
由

は
、
病
院
と
し
て
も
は
じ
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、

採
用
さ
れ
る
新
人
救
急
救
命
士
の
精
神
的
負
担
も
考

慮
し
て
二
名
と
し
た
。

一
二
ヶ
月
経
過
し
た
救
急
救
命
士
の

業
務
内
容
の
実
際

救
急
救
命
士
が
行
っ
た
主
な
業
務
内
容
は
、
心
肺

停
止
の
対
応
、
死
後
の
処
置
、
入
院
時
の
手
続
き
、

採
血
の
準
備
、
胃
洗
浄
の
準
備
と
介
助
、
胸
腔
穿
刺

の
必
要
物
品
の
準
備
と
介
助
、
浣
腸
の
準
備
、
吸
入

の
準
備
と
後
始
末
、
酸
素
投
与
、
注
射
の
準
備
、
患

者
搬
送
、
看
護
ケ
ア
（
清
拭
、
バ
イ
タ
ル
測
定
、
体

位
変
換
、
排
泄
介
助
、
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
）、
一
二

誘
導
の
電
極
の
装
着
、
血
糖
測
定
、
テ
ス
テ
ー
プ
に

よ
る
尿
検
査
、
簡
易
式
キ
ッ
ト
に
よ
る
便
検
査
、
血

液
培
養
の
準
備
と
注
射
器
か
ら
の
血
液
の
ボ
ト
ル
へ

の
注
入
、
処
置
準
備
と
介
助
（
小
手
術
の
準
備
と
介

助
、
点
滴
セ
ッ
ト
作
り
、
採
血
ス
ピ
ッ
ツ
の
準
備
）、

院
内
・
院
外
の
医
療
職
・
事
務
職
を
含
ん
だ
職
員
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
・
Ｂ
Ｌ
Ｓ
教
育
で
あ
っ
た
。

救
急
部
医
師
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
と
結
果

救
急
部
で
は
、
救
急
認
定
医
二
名
と
指
導
医
一
名

の
計
三
名
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

三
名
全
員
が
「
一
緒
に
勤
務
し
て
助
か
っ
た
」
と

答
え
た
。
そ
の
内
容
は
、
医
療
現
場
の
マ
ン
パ
ワ
ー

と
し
て
戦
力
に
な
り
、
検
査
出
し
・
電
話
対
応
な
ど

や
、
患
者
が
観
察
で
き
る
の
で
、
看
護
師
と
同
じ
よ

う
に
診
療
補
助
が
依
頼
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

全
員
が
「
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
」
と
答
え
た
。
そ
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の
内
容
は
、
業
務
範
囲
の
拡
大
を
し
た
い
が
、
施
設

内
で
あ
り
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
、
中
で
も
、
点

滴
を
依
頼
で
き
な
か
っ
た
の
が
最
大
の
ジ
レ
ン
マ
で

あ
っ
た
。「
救
急
救
命
士
を
ど
の
よ
う
に
意
識
し
て

協
働
し
ま
し
た
か
？
」
の
問
い
に
は
、「
救
急
救
命

士
は
看
護
助
手
と
看
護
師
の
中
間
」、「
看
護
助
手
（
吸

入
な
ど
な
ら
ば
看
護
助
手
で
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

は
あ
る
か
ら
）」、「
看
護
師
の
点
滴
・
注
射
が
で
き

な
い
人
」
で
あ
っ
た
。

救
急
部
専
任
看
護
師
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

救
急
部
に
専
属
で
勤
務
す
る
看
護
師
一
三
名
を
対

象
に
調
査
し
た
。

「
一
緒
に
勤
務
し
て
、
良
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
か
」
の
問
い
に
は
、一
三
名
全
員
の
看
護
師
が
「
良

か
っ
た
」
と
答
え
た
。
そ
の
内
訳
は
、「
多
忙
時
の
点

滴
準
備
、患
者
対
応
、
患
者
移
動
、
排
泄
介
助
、
検
査

出
し
の
業
務
を
分
担
し
て
実
施
で
き
た
。
小
児
科
診

察
介
助
・
外
傷
の
縫
合
処
置
介
助
を
一
人
で
任
せ
る

こ
と
が
で
き
た
」、「
患
者
の
治
療
介
助
や
看
護
を
一

緒
に
行
う
こ
と
で
、
更
に
質
の
良
い
看
護
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
た
」、「
心
肺
蘇
生
法
市
民
講
座
の
指
導

に
つ
い
て
は
、
自
信
を
も
っ
て
テ
キ
パ
キ
と
実
施
し

て
お
り
、
そ
の
姿
勢
は
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」、「
救

急
救
命
士
基
礎
教
育
に
つ
い
て
、
救
急
救
命
士
が
置

か
れ
て
い
る
立
場
な
ど
の
実
態
を
身
近
に
知
る
こ
と

が
で
き
、
看
護
師
教
育
や
、
看
護
師
の
役
割
と
の
違

い
な
ど
を
改
め
て
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
、
看

護
師
一
人
で
は
対
応
困
難
な
処
置
、
介
助
な
ど
の
場
合

に
は
協
働
す
る
こ
と
で
、と
て
も
助
か
っ
た
と
答
え
た
。

「
一
緒
に
勤
務
し
て
、
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

か
」の
問
い
に
は「
困
っ
た
」と
答
え
た
の
が
一
〇
名
、

「
困
ら
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
の
が
三
名
で
あ
っ
た
。

困
っ
た
内
容
は
、「
で
き
る
範
囲
が
狭
く
、
何
を
頼

ん
で
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
時
が
あ
っ
た
」、「
で
き

る
処
置
に
限
界
が
あ
っ
た
」、「
観
察
な
ど
、
ど
こ
ま

で
任
せ
て
よ
い
の
か
、
ど
こ
ま
で
責
任
を
持
っ
て
も

ら
え
ば
よ
い
の
か
（
逆
に
ど
こ
ま
で
を
求
め
、
教
え

る
の
か
）
業
務
範
囲
に
い
つ
も
迷
っ
た
」、「
白
衣
姿

で
看
護
師
と
間
違
え
ら
れ
て
色
々
な
事
を
抱
え
込
ん

で
し
ま
っ
た
場
面
が
あ
っ
た
」、「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
高
く
、
ト
リ
ア
ー
ジ
を
実
施
し
て
い
た
が
、
正
確

に
病
状
が
把
握
で
き
な
い
ま
ま
、
患
者
を
引
き
受
け

て
い
る
場
面
が
あ
り
、
報
告
が
遅
れ
、
再
確
認
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
」
な
ど
で
あ
っ
た
。

「
救
急
救
命
士
の
能
力
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
か
」
の
問
い
に
は
、
一
一

名
は
「
は
い
」
と
答
え
、「
い
い
え
」
は
二
名
で
あ
っ

た
。
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
内
容
は
、「
救
急
部

主
催
の
心
肺
蘇
生
市
民
講
座
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
資
格
を
有
す
る
救
急
救
命
士
に
よ
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
講
座
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
で
、
市
民
か
ら
今
ま

で
よ
り
高
い
評
価
を
得
た
」、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
専
門
的
な

こ
と
を
詳
し
く
看
護
師
に
も
指
導
で
き
た
」、「
市
民

講
習
の
講
師
は
看
護
師
よ
り
慣
れ
て
い
て
上
手
だ
っ

た
」
な
ど
で
あ
っ
た
。
救
急
救
命
士
の
役
割
が
発
揮

で
き
て
い
る
と
感
じ
た
他
の
内
容
は
、
Ｃ
Ｐ
Ａ
患
者

対
応
や
Ｃ
Ｐ
Ａ
患
者
来
院
時
の
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
そ

し
て
、
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
測
定
や
簡
単
な
ア
ナ
ム

ネ
聴
取
で
あ
っ
た
。

「
救
急
救
命
士
と
協
働
で
き
た
と
思
い
ま
す
か
」

の
問
い
に
は
、「
協
働
で
き
た
」
と
答
え
た
人
が
四
名
、

「
で
き
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
人
が
七
名
、「
ど
ち
ら

と
も
い
え
な
い
」
と
答
え
た
人
が
二
名
で
あ
っ
た
。

総

括
一
年
間
試
行
し
た
結
果
は
、
二
名
採
用
の
う
ち
、

半
年
で
一
名
の
救
急
救
命
士
は
消
防
に
採
用
が
決
ま

り
、
退
職
し
た
。
残
り
の
一
名
の
救
急
救
命
士
は
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
く
、
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
意

欲
は
高
か
っ
た
が
、
施
設
内
で
は
多
く
の
法
の
規
制

に
阻
ま
れ
て
実
施
で
き
な
い
こ
と
を
思
い
知
っ
て
、

看
護
師
資
格
の
取
得
を
目
指
し
て
再
挑
戦
を
始
め
る

結
果
と
な
っ
た
。

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
挑
戦
す
る
に
は
医
師
や
組
織
の
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
信
念
が
必
要
で
、
中
途
半
端
な

環
境
で
は
と
う
て
い
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
い

え
る
。
今
後
、
救
急
救
命
士
の
領
域
拡
大
を
目
指
し
て

取
り
組
む
に
は
、
救
急
救
命
士
法
と
医
師
法
・
保
健
師

看
護
師
助
産
師
法
な
ど
医
療
関
連
法
規
と
の
関
連
な
ど

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
多
く
あ
る
。
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は
じ
め
に

脳
卒
中
に
対
し
て
、
発
症
後
少
し
で
も
早
く
治
療
が
開
始
さ
れ
る

こ
と
は
、
後
遺
症
を
減
ら
し
、
救
命
率
も
向
上
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
病
院
前
の
早
期
発
見
、
必
要
な
処
置
を
行
い
、

適
切
な
治
療
が
行
え
る
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
こ
と
が
迅
速
に
行

わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
Ｐ
Ｓ
Ｌ
Ｓ
（
Ｐ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
含
む
）
研
修

コ
ー
ス
を
奈
良
県
に
導
入
し
た
の
で
、
そ
の
経
緯
と
成
果
を
報
告
す

る
。

Ｐ
Ｓ
Ｌ
Ｓ
導
入
の
経
緯

奈
良
県
Ｍ
Ｃ
協
議
会
の
も
と
、
ま
ず
Ｐ
Ｓ
Ｌ
Ｓ
企
画
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
Ｐ
Ｓ
Ｌ
Ｓ
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。
平
成
一
九

年
一
〇
月
二
七
日
第
一
回
奈
良
県
Ｐ
Ｓ
Ｌ
Ｓ
研
修
会
を
開
催
し
た
。

そ
の
後
、
Ｐ
Ｓ
Ｌ
Ｓ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
救
急
救

命
士
に
は
こ
の
受
講
を
義
務
づ
け
、
研
修
会
を
始
め
た
。

Ｐ
Ｓ
Ｌ
Ｓ
研
修
会

第
一
回
（
平
成
一
九
年
一
〇
月
二
七
日
）
及
び
第
二
回
（
平
成

二
〇
年
二
月
二
四
日
）
研
修
会
に
は
、
鈴
木
伸
行
先
生
（
豊
橋
市
民

病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
）
と
秋
山
浩
利
氏
（
川
越
地
区
消
防
局
）

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
Ｐ
Ｓ
Ｌ
Ｓ
企
画
委
員
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。
受
講
者
は
各
研
修
会
二
七
名（
計
五
四
名
）

で
あ
っ
た
。
第
三
回
以
後
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
主
体
と
な

り
開
催
（
年
三
回
）
す
る
こ
と
と
し
た
。

研
修
結
果
報
告

１

受
講
し
た
救
急
救
命
士
（
五
四
名
）
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

 

主
な
質
問
項
目
を
示
す
。
な
お
質
問
に
対
す
る
回
答
は
、
五
者

択
一
と
し
た
。

質
問
項
目

ａ

 

Ｐ
Ｓ
Ｌ
Ｓ
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
理
解
で
き
ま
し

た
か
？
（
図
１
）

ｂ

 

コ
ー
ス
の
内
容
は
観
察
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
ま
し
た

か
？
（
図
２
）

ｃ

コ
ー
ス
全
体
の
学
習
量
は
適
切
で
し
た
か
？
（
図
３
）

ｄ

コ
ー
ス
全
体
の
難
易
度
は
適
切
で
し
た
か
？
（
図
４
）

ｅ

 

こ
の
コ
ー
ス
は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
今
後
役
に
立
つ
と

思
い
ま
す
か
？
（
図
５
）

回
答 

（
研
修
会
に
つ
い
て
）
は
、
ど
の
項
目
も
好
評
な
結
果
で

あ
っ
た
。

２

脳
卒
中
事
例
の
検
討

奈
良
県
内
の
二
つ
の
救
命
セ
ン
タ
ー
（
医
療
機
関
Ａ
、
医
療
機
関

Ｂ
）
と
今
回
の
調
査
研
究
で
協
力
が
得
ら
れ
た
奈
良
市
内
の
二
次
病

院
総
合
診
療
部
（
医
療
機
関
Ｃ
）
か
ら
の
報
告
を
検
討
し
た
。
医
療

機
関
Ａ
‥
奈
良
県
立
医
科
大
学
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
医
療
機

関
Ｂ
‥
奈
良
県
立
奈
良
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
医
療
機
関
Ｃ
‥

市
立
奈
良
病
院
総
合
診
療
科

対
象
‥
医
療
機
関
に
搬
送
さ
れ
、
脳
卒
中
と
診
断
さ
れ
た
事
例

で
、
脳
出
血
、
ク
モ
膜
下
出
血
、
虚
血
性
脳
卒
中
（
脳
梗
塞
、
脳
血

栓
症
、
Ｔ
Ｉ
Ａ
等
）
に
分
類
し
検
討
し
た
。
た
だ
し
、
脳
卒
中
に
よ

る
院
外
心
肺
停
止
事
例
は
除
外
し
た
。

調
査
期
間
‥
医
療
機
関
Ａ
と
医
療
機
関
Ｂ
は
、
平
成
一
九
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
二
〇
年
二
月
二
九
日
ま
で
。
医
療
機
関
Ｃ
は
平
成

一
九
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
〇
年
二
月
二
九
日
ま
で
と
し
た
。

と
こ
ろ
で
調
査
期
間
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｓ
Ｌ
Ｓ
研
修
会
開
始
前
（
前

期
）
‥
平
成
一
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
一
九
年
一
〇
月
三
一
日
と

Ｐ
Ｓ
Ｌ
Ｓ
研
修
会
開
始
後
（
後
期
）
‥
平
成
一
九
年
一
一
月
一
日
か

ら
平
成
二
〇
年
二
月
二
九
日
の
二
群
で
の
検
討
も
行
っ
た
。

各
々
の
医
療
機
関
の
事
例
（
図
６
）
は
、
医
療
機
関
Ａ
‥
六
四

例
（
脳
出
血；

二
七
例
、
ク
モ
膜
下
出
血；

一
四
例
、
虚
血
性
脳

卒
中；

二
三
例
）、
医
療
機
関
Ｂ
‥
一
〇
〇
例
（
脳
出
血；

五
〇
例
、

ク
モ
膜
下
出
血；

三
七
例
、
虚
血
性
脳
卒
中；

一
三
例
）、
医
療
機

関
Ｃ
‥
四
五
例
（
脳
出
血；

一
四
例
、
ク
モ
膜
下
出
血；

四
例
、
虚

血
性
脳
卒
中；

二
七
例
）
で
あ
っ
た
。

搬
入
方
法
（
図
７
）
は
、
救
急
隊
に
よ
る
救
急
車
搬
送
（
直
送
）、

家
族
等
の
付
き
添
い
に
よ
る
直
接
来
院
（
直
接
）、
他
医
療
機
関
か

ら
の
紹
介
（
紹
介
）
に
分
類
し
た
。
医
療
機
関
Ａ
と
医
療
機
関
Ｃ
は
、

救急に関する調査研究助成事業報告書（概要）

プレホスピタルケアにおけるPCEC (Prehospital Coma Evaluation & Care) 
とPSLS (Prehospital Stroke Life Support) の有用性

⑴ 奈良県MC協議会 ⑵ 県立五條病院 ⑶ 奈良医大救急科
⑷ 天理よろづ病院 ⑸ 県立奈良病院

今西正巳⑴⑵、奥地一夫⑴、西尾健治⑴⑶、小延俊文⑴⑶

福島英賢⑴⑶、畑 倫明⑴⑶、吉村玄浩⑴⑷、川口正一郎⑴⑸
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直
送
患
者
が
多
く
を
占
め
、
医
療
機
関
Ｂ
は
紹
介
が
約
六
六
％
で

あ
っ
た
。

直
送
事
例
一
二
六
例
に
つ
い
て
、
覚
知
か
ら
医
療
機
関
に
収
容
さ

れ
る
ま
で
の
時
間
（
搬
送
時
間
）
を
表
１
に
示
し
た
。
全
直
送
事
例

に
つ
い
て
、
医
療
機
関
Ａ
、
医
療
機
関
Ｂ
、
医
療
機
関
Ｃ
の
搬
送
時

間
は
、
各
々
五
一
・
四
分
、
四
〇
・
三
分
、
三
二
・
七
分
で
あ
り
、
医

療
機
関
間
で
の
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
同
じ
医
療
機
関
内

で
の
前
期
、
後
期
の
有
意
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
搬
送

に
三
〇
分
以
上
を
要
し
て
い
た
。

医
療
機
関
搬
入
後
の
血
圧
、
特
に
全
出
血
例
（
一
四
六
例
‥
脳
出

血
、ク
モ
膜
下
出
血
）
の
血
圧
は
、前
期
と
後
期
の
有
意
差
は
な
か
っ

た
が
、
一
一
七
・
六m

m
H
g

と
高
値
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
内
紹
介

事
例
（
五
九
例
）
に
つ
い
て
も
前
期
と
後
期
で
有
意
差
は
な
か
っ
た

が
、
一
六
九
・
三m

m
H
g

と
高
値
で
あ
っ
た
（
表
２
）。

転
帰
に
つ
い
て
は
、
来
院
時
の
意
識
レ
ベ
ル
（
Ｊ
Ｃ
Ｓ
評
価
‥
一

桁
、
二
桁
、
三
桁
）
か
ら
、
退
院
あ
る
い
は
転
院
時
の
状
況
（
自

宅
退
院
、
他
院
へ
の
転
院
、
死
亡
、
そ
の
他
）
を
分
類
し
た
。
医

療
機
関
Ａ
と
医
療
機
関
Ｂ
の
事
例
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
来
院
時

の
意
識
レ
ベ
ル
の
悪
い
も
の
は
、
転
帰
不
良
の
傾
向
が
み
ら
れ
た

（
表
３
）。

結

語
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ
ア
に
お
け
る
Ｐ
Ｓ
Ｌ
Ｓ
（
Ｐ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
含
む
）

を
奈
良
県
に
導
入
し
、
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
Ｐ
Ｓ
Ｌ
Ｓ
は
、

救
急
隊
員
（
主
に
救
急
救
命
士
）
に
は
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
で
あ

り
、
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ
ア
と
し
て
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
し
て
、
標
準
的
な
も
の
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
継
続
し
て

研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
脳
卒
中
が
疑
わ
れ
る
事
例
へ
の
対
応

に
は
、
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
Ｉ
Ｓ
Ｌ
Ｓ
と
と
も
に
医

療
機
関
へ
の
啓
発
活
動
の
一
つ
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ
た
。

謝

辞
今
回
こ
の
調
査
研
究
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
医
療
機
関
、
奈

良
県
下
各
消
防
の
方
々
へ
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

表1 搬送時間 直送事例：126例
  （覚知から医療機関収容）

表2 血圧
  （医療機関搬入後）

表3 転帰
医療機関A
64例

医療機関B
100例

前期 後期 全体

医療機関 A 52.0±22.5 50.7±25.2 51.4±23.6

医療機関 B 39.9±19.1 41.0±13.1 40.3±16.9

医療機関 C 31.3±9.1 33.7±13.0 32.7±11.4

全体 43.0±20.5 42.2±20.1 42.6±20.3

（146例） 前期 後期 全体

全出血例 175.1±39.2 180.4±38.6 177.6±38.9

（59例） 前期 後期 全体

出血紹介例 167.4±36.0 171.9±30.9 169.3±33.8

来院時 転  帰
退院 転院 死亡 その他

JCS：１桁 6 7 2 4
JCS：２桁 2 4 0 1
JCS：３桁 6 15 16 1

来院時 転  帰
退院 転院 死亡 その他

JCS：１桁 17 17 2 1
JCS：２桁 7 9 1 0
JCS：３桁 0 22 23 1

図1 PSLSアルゴリズ
ムについて理解で
きましたか？

図2 コースの内容は観
察スキルを向上さ
せましたか？

図3 コース全体の学習
量は適切でしたか？

図4 コース全体の難易
度は適切でしたか？

図5 このコースは、あなたにとって
今後役に立つと思いますか？

図 6 医療機関別事例

図7 搬入方法

普通
9.3％

51.9％

理解できた

医療機関A  64例

医療機関B 100例

医療機関C   45例

100 20 30 40 50 60 70 80 90 100%

51.9％

向上した

よく理解
できた

38.9％

非常に
役立つ

61.1％

よく向上
した

40.7％

非常に
適切

33.3％

非常に
適切

27.8％

普通
3.7％

普通
7.4％

普通
20.4％

適切
46.3％

適切
50.0％

普通
22.2％

役立つ
35.2％

脳出血

クモ膜下出血

虚血性脳卒中

27 14 23

50 37 13

14 4 27

医療機関A

医療機関B

医療機関C

100 20 30 40 50 60 70 80 90 100%

紹 介

直 送

直 接

4 55 5

66 34

8 37
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背
景
と
目
的

国
際
蘇
生
連
絡
協
議
会
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
）
の
心
肺
蘇
生
に
関
す
る

二
〇
〇
五
国
際
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
Ｃ
ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
）⑴
で
は
、
心
肺
蘇
生

中
の
家
族
の
立
ち
会
い
に
つ
い
て
「
立
ち
会
う
こ
と
が
有
害
で
あ
る

こ
と
を
示
す
デ
ー
タ
は
な
く
、
成
人
患
者
が
事
前
に
拒
絶
し
て
い
な

い
限
り
、
選
ば
れ
た
家
族
に
蘇
生
現
場
に
立
ち
会
う
機
会
を
与
え
る

こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
こ
の
見

解
を
支
持
す
る
文
献
が
い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
強
い
エ
ビ
デ

ン
ス
は
な
い
も
の
の
、
家
族
の
立
ち
会
い
は
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

家
族
の
立
ち
会
い
に
つ
い
て
海
外
で
は
い
く
つ
か
の
先
行
研
究

は
あ
る
も
の
の
⑵
、
わ
が
国
で
は
基
礎
的
な
調
査
研
究
が
存
在
せ
ず
、

家
族
の
立
ち
会
い
の
利
点
、
欠
点
を
裏
付
け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
に
欠
け

て
い
る
。「
わ
が
国
の
新
し
い
救
急
蘇
生
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
Ａ
Ｌ
Ｓ ;

倫
理
・
教
育
）」
⑶

で
は
、
心
肺
蘇
生
中
の
家
族
の
立
ち
会
い
に
つ

い
て
、「
家
族
が
望
む
な
ら
立
ち
会
い
を
認
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」

と
提
言
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
日
本
独
自
の
サ
ー
ベ
イ
が
必
要
」

と
課
題
も
示
さ
れ
て
い
る
。

本
研
究
は
こ
の
課
題
を
受
け
て
実
施
す
る
調
査
で
、
心
肺
蘇
生
中

の
家
族
の
立
ち
会
い
の
現
状
、
家
族
の
立
ち
会
い
に
関
す
る
医
療
従

事
者
の
意
識
お
よ
び
家
族
の
思
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
。

方

法
本
研
究
は
、
家
族
の
立
ち
会
い
に
つ
い
て
の
現
状
と
医
療
従
事
者

の
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
っ
た
実
態
調
査
研
究
と
家
族

側
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
質
的
調
査
研
究
の
二
つ
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

１

医
療
従
事
者
に
対
す
る
調
査
方
法
と
調
査
内
容

対
象
：
わ
が
国
の
救
急
医
療
に
携
わ
る
医
療
従
事
者
（
医
師
、
看

護
師
、
救
急
救
命
士
）
を
目
的
母
集
団
と
し
、
職
種
ご
と
に
ラ
ン
ダ

ム
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
た
計
一
、五
〇
〇
名
を
調
査
対
象
と
し
た
。

調
査
内
容
：
基
本
属
性
、
心
肺
蘇
生
中
の
家
族
の
立
ち
会
い
の
現

状
、
心
肺
蘇
生
中
の
家
族
の
立
ち
会
い
の
利
点
と
欠
点
、
自
分
自
身

が
患
者
又
は
家
族
の
立
場
に
な
っ
た
場
合
の
立
ち
会
い
希
望
に
つ

い
て
、
心
肺
蘇
生
中
の
家
族
の
立
ち
会
い
に
対
す
る
賛
否
と
課
題

調
査
期
間
：
平
成
二
〇
年
三
月
〜
六
月

２

家
族
に
対
す
る
調
査
方
法
と
調
査
内
容

対
象
：
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
、
心
肺

蘇
生
が
実
施
さ
れ
た
患
者
の
家
族
五
名
。

調
査
方
法
：
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
（
半
構
成
的

面
接
法
）。

調
査
内
容
：
患
者
・
家
族
の
背
景
、
現
場
の
状
況
や
印
象
、
医
療

従
事
者
が
患
者
に
行
っ
た
関
わ
り
、
医
療
従
事
者
が
家
族
に
行
っ
た

関
わ
り
、
患
者
が
危
機
的
な
状
況
の
中
で
感
じ
た
家
族
の
思
い
、
心

肺
蘇
生
中
に
家
族
が
立
ち
会
う
こ
と
に
つ
い
て
。

調
査
期
間
：
平
成
二
〇
年
一
月
〜
七
月

結
果
お
よ
び
考
察

１

医
療
従
事
者
に
対
す
る
調
査
結
果

全
対
象
者
一
、五
〇
〇
名
か
ら
の
回
答
数
は
九
三
四
名
で
あ
っ

た
（
回
収
率
六
二
・
三
％
）。
内
訳
は
、
医
師
五
〇
〇
名
中
一
八
八

名
（
回
収
率
三
七
・
六
％
）、
看
護
師
五
〇
〇
名
中
三
〇
四
名
（
回
収

率
六
〇
・
八
％
）、
救
急
救
命
士
五
〇
〇
名
中
四
四
二
名
（
回
収
率

八
八
・
四
％
）
で
あ
っ
た
。

「
立
ち
会
い
を
行
う
た
め
の
取
り
決
め
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
も

の
は
、
五
四
名
（
六
％
）。「
立
ち
会
い
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
」

と
回
答
し
た
も
の
は
、
六
七
二
名
（
七
二
％
）
で
あ
っ
た
。
立
ち

会
い
を
行
っ
て
い
な
い
と
回
答
し
た
者
の
う
ち
、「
立
ち
会
い
が
行

わ
れ
て
い
な
い
理
由
」
に
は
、「
立
ち
会
い
の
規
定
や
習
慣
が
な
い
」

二
一
八
名
（
八
五
％
）、「
家
族
に
対
応
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い
」

一
〇
一
名
（
三
九
％
）、「
家
族
に
精
神
的
負
担
を
か
け
る
」
八
七
名

（
三
四
％
）
な
ど
が
あ
っ
た
。

初
療
室
で
家
族
に
「
立
ち
会
い
の
意
向
を
確
認
し
て
い
る
者
」
は
、

「
医
師
」
二
〇
三
名
（
五
八
％
）、「
看
護
師
」
一
〇
九
名
（
三
一
％
）、

「
意
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
な
い
」三
四
名（
一
〇
％
）で
あ
っ
た（
医

師
、
看
護
師
の
み
に
質
問
）。

救急に関する調査研究助成事業報告書（概要）

心肺蘇生処置中の家族の立ち会いに関する現状
および医療従事者の意識と家族の思い

⑴ 山口大学大学院医学系研究科 ⑵ 日本赤十字九州国際看護大学
⑶ 高崎健康福祉大学看護学部 ⑷ 九州大学大学院医学研究院 ⑸ 日本医科大学付属病院

⑹ 吉田学園医療歯科専門学校 ⑺ 東海大学医学部付属病院高度救命救急センター

山勢博彰⑴、立野淳子⑴、田代明子⑴、田戸朝美⑴

山勢善江⑵、大山 太⑶、藤野成美⑷、早坂百合子⑸

三上剛人⑹、山崎早苗⑺、園川雄二⑺
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図「救急蘇生処置」における家族の立ち会いに対する賛否（n=934）

「
立
ち
会
い
を
行
う
た
め
の
条
件
」
と
し
て
は
、「
家
族
の
希
望
」

六
八
九
名
（
七
四
％
）、「
家
族
の
心
理
状
態
が
落
ち
着
い
て
い
る
」

四
六
五
名
（
五
〇
％
）、「
対
応
で
き
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
」

四
二
〇
名
（
四
五
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。

「
立
ち
会
い
の
利
点
」
は
、
最
も
多
か
っ
た
順
に
「
家
族
が
状
況

を
理
解
で
き
る
」、「
医
療
者
が
全
力
を
尽
く
し
て
い
る
こ
と
を
理
解

し
て
も
ら
え
る
」、「
家
族
が
最
期
ま
で
一
緒
に
い
る
こ
と
が
で
き

る
」、「
処
置
の
内
容
を
実
際
に
見
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど

が
あ
っ
た
。「
立
ち
会
い
の
欠
点
」
は
、
最
も
多
か
っ
た
順
に
「
精

神
的
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
」、「
対
応
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
」、

「
家
族
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
」、「
蘇
生
処
置
以
外
の
作
業
が
増
え

る
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

「
自
分
自
身
が
患
者
に
な
っ
た
と
き
に
立
ち
会
い
を
希
望
す
る
」

者
は
、「
希
望
す
る
」
三
七
八
名
（
四
〇
％
）、「
希
望
し
な
い
」

一
六
四
名
（
一
八
％
）、「
状
況
に
よ
る
」
三
八
五
名
（
四
一
％
）
で

あ
っ
た
。「
自
分
自
身
が
家
族
に
な
っ
た
と
き
の
立
ち
会
い
を
希
望

す
る
」
者
は
、「
希
望
す
る
」
六
〇
七
名
（
六
五
％
）、「
希
望
し
な
い
」

六
六
名
（
七
％
）、「
状
況
に
よ
る
」
二
五
三
名
（
二
七
％
）
で
あ
っ
た
。

立
ち
会
い
に
対
す
る
賛
否
は
、「
賛
成
す
る
」
と
し
た
者
が
全
体

で
五
五
五
名
（
六
〇
％
）、
医
師
が
七
三
名
（
三
八
％
）、
看
護
師
が

一
五
六
名（
五
一
％
）、救
急
救
命
士
が
三
二
六
名（
七
四
％
）で
あ
っ

た
（
図
）。
立
ち
会
い
の
実
際
が
多
い
救
急
救
命
士
で
は
賛
成
が
多

く
、
医
師
の
賛
否
は
二
分
し
て
い
た
。

立
ち
会
い
に
関
す
る
課
題
に
は
、「
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
」、「
家

族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」、「
立
ち
会
い
に
対
応
す
る
ス

キ
ル
の
習
得
」、「
サ
ポ
ー
ト
能
力
の
向
上
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。

２

家
族
に
対
す
る
調
査
結
果

対
象
の
五
名
の
う
ち
、
四
名
が
死
亡
退
院
し
た
患
者
の
家
族
で
一

名
は
回
復
し
た
患
者
の
家
族
で
あ
っ
た
。

立
ち
会
い
を
行
っ
た
家
族
の
一
人
は
、
患
者
で
あ
る
子
供
が
挿
管

さ
れ
、
口
腔
内
か
ら
の
出
血
を
目
撃
し
て
い
た
た
め
か
、
立
ち
会
い

に
対
し
て
否
定
的
な
意
見
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
子
供
の
状
況
は
把

握
で
き
て
お
り
、
子
供
の
死
に
対
し
て
も
冷
静
に
捉
え
る
こ
と
が
で

き
て
い
た
。

別
の
家
族
は
、
医
療
者
が
患
者
を
蘇
生
さ
せ
る
た
め
に
一
生
懸
命

対
応
し
て
い
る
こ
と
を
緊
迫
し
た
状
況
の
中
か
ら
感
じ
取
っ
て
い

た
。
立
ち
会
い
に
関
し
て
は
、「（
医
療
者
に
）
迷
惑
を
か
け
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
」、「
処
置
の
邪
魔
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
が
、
自
分
自
身
が
状
況
を
把
握
し
、

納
得
す
る
た
め
に
も
立
ち
会
い
を
し
た
い
と
い
う
心
情
が
う
か
が

え
た
。

ま
た
、
病
院
内
で
の
立
ち
会
い
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
救
急
車
内

で
一
連
の
救
急
処
置
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
家
族
は
、
患
者
の

生
死
に
か
か
わ
ら
ず
「
一
生
懸
命
に
や
っ
て
い
た
だ
い
た
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
家
族
が
蘇
生
の
現
場
に
立
ち

会
っ
た
こ
と
が
、
医
療
処
置
に
対
す
る
理
解
や
患
者
の
状
態
把
握
、

現
状
の
受
け
入
れ
な
ど
に
影
響
し
た
も
の
と
考
え
る
。

家
族
が
立
ち
会
い
を
希
望
す
る
か
否
か
は
、
患
者
の
年
齢
や
生
命

予
後
、
患
者
の
外
観
上
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
立
ち
会
い
の
有
無
が
愛
す
る
家
族
の
死
を
受
け
入
れ

る
た
め
の
要
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
心
肺
蘇
生
時
の
立
ち
会
い
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
家
族
か
ら
初
療
室
へ
の
入
室
を
申
し
出
た
家
族
は
い
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
患
者
が
処
置
を
受
け
て
い
る
間
、
家
族
は
医
療
者
に

す
べ
て
を
任
せ
て
待
機
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
家
族
が
多
く
、

患
者
が
処
置
を
受
け
て
い
る
間
は
待
合
室
で
待
機
す
る
し
か
な
い

と
思
っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
家
族
に
対

し
て
立
ち
会
う
こ
と
を
望
む
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
蘇
生
現
場
で
の

立
ち
会
い
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
否
定
す
る

意
見
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

な
お
、
本
稿
で
は
膨
大
な
調
査
結
果
を
す
べ
て
紹
介
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
救
急
振
興
財
団
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
報
告
書
を
参
照
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

〈
謝
辞
〉

調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
、
医
師
、
看
護
師
、
救
急
救
命
士

お
よ
び
五
名
の
家
族
の
皆
様
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
二
一
年
度
事
業
計
画

  

救
急
救
命
士
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
数
次

に
わ
た
る
処
置
範
囲
の
拡
大
が
行
わ
れ
る
と
と
も

に
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
は
救
急
救
命
士
に
か
か
る

国
家
試
験
が
、
年
一
回
実
施
に
改
め
ら
れ
る
な
ど
、

救
急
振
興
財
団
の
教
育
訓
練
事
業
に
つ
い
て
よ
り
一

層
の
充
実
と
円
滑
な
事
業
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

  

こ
の
た
め
、
平
成
二
一
年
度
は
、
こ
の
よ
う
な
動

向
に
対
応
す
る
た
め
、
引
き
続
き
地
方
公
共
団
体
や

関
係
行
政
機
関
・
団
体
、
救
急
医
療
関
係
者
等
の
理

解
と
協
力
を
深
め
な
が
ら
、
主
た
る
事
業
で
あ
る
全

国
の
救
急
隊
員
を
対
象
と
し
た
救
急
救
命
士
の
資
格

取
得
の
た
め
の
研
修
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
訓

練
事
業
の
充
実
に
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
住
民

に
対
す
る
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
に
関
す
る
事

業
や
救
急
に
関
す
る
各
種
調
査
研
究
事
業
等
を
積
極

的
に
推
進
し
、
救
急
体
制
の
振
興
と
救
急
業
務
の
一

層
の
高
度
化
に
資
す
る
も
の
と
す
る
。

  

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
住
民
に
対
す
る
応
急
手
当

の
普
及
啓
発
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
応
急
手
当
普

及
啓
発
用
資
器
材
等
の
交
付
事
業
及
び
救
急
隊
員
の

訓
練
用
資
器
材
の
交
付
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
住
民
組
織
と
消
防
機
関
が
協
力
、
連
携

し
て
行
う
応
急
手
当
の
講
習
活
動
に
対
す
る
支
援
事

業
や
救
急
基
金
事
業
の
普
及
を
推
進
す
る
。

３  

救
急
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
の
推
進

  

全
国
の
救
急
隊
員
等
に
対
し
て
実
務
的
観
点
か
ら

の
研
究
発
表
及
び
意
見
交
換
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
消
防
機
関
の
行
う
救
急
業
務
の
充
実
と
発

展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
第
一
八
回
全
国
救
急

隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
金
沢
市
に
お
い
て
金
沢
市
消

防
局
と
の
共
催
で
開
催
す
る
と
と
も
に
、
海
外
に
お

け
る
救
急
に
関
す
る
先
進
的
な
事
例
調
査
や
、
消
防

機
関
・
医
療
機
関
に
お
け
る
先
進
的
な
調
査
研
究
へ

の
助
成
な
ど
、
救
急
業
務
の
一
層
の
高
度
化
に
資
す

る
調
査
研
究
事
業
を
推
進
す
る
。

１   

救
急
隊
員
に
対
す
る
高
度
な
教
育
訓
練

事
業
等
の
推
進

  

各
都
道
府
県
を
通
じ
て
推
薦
さ
れ
た
救
急
隊
員
を

対
象
と
し
て
、
救
急
救
命
士
の
国
家
資
格
を
取
得

さ
せ
る
た
め
、
東
京
研
修
所
に
お
い
て
は
第
三
六
期

（
二
五
〇
名
を
予
定
）
及
び
第
三
七
期
（
三
〇
〇
名

を
予
定
）
の
研
修
を
、
九
州
研
修
所
に
お
い
て
は
、

第
二
六
期
（
二
〇
〇
名
を
予
定
）
の
研
修
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
研
修
生
の
定
員
確
保
に
関
し
て
も
引

き
続
き
推
進
す
る
。

  

こ
の
結
果
、
平
成
二
一
年
度
末
の
両
研
修
所
の
卒

業
生
総
数
は
、
約
一
四
、三
五
〇
名
と
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
九
州
研
修
所
に
お
い
て
、
既
資
格
取
得
者
を

対
象
と
し
た
薬
剤
投
与
追
加
講
習
を
、
年
度
の
前
半

を
三
期
に
区
分
（
各
期
二
〇
〇
名
を
予
定
）
し
、
そ

れ
ぞ
れ
実
施
す
る
。

２   

住
民
に
対
す
る
応
急
手
当
の
普
及
啓
発

活
動
に
関
す
る
事
業
等
の
推
進
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１

低
い
頻
度
と
重
大
な
社
会
的
関
心

平
成
一
九
年
の
総
救
急
搬
送
四
、九
一
八
、四
七
九

件
の
う
ち
、
産
科
・
周
産
期
傷
病
者
搬
送
は

四
六
、九
七
八
件
で
全
体
の
一
％
弱
を
占
め
る
。
こ

の
数
は
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
妊

産
婦
は
健
康
な
女
性
が
大
部
分
を
占
め
る
こ
と
、
本

人
も
家
族
も
出
産
に
よ
っ
て
新
し
い
家
族
を
迎
え

る
と
い
う
幸
福
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
等
の
た
め

に
、
ひ
と
た
び
不
幸
な
転
帰
を
た
ど
る
と
大
き
な
問

題
と
な
る
。
奈
良
県
で
平
成
一
八
年
に
発
生
し
た
分

娩
中
の
母
体
脳
出
血
事
例
、
平
成
二
〇
年
の
東
京
の

母
体
脳
出
血
事
例
な
ど
は
そ
の
典
型
例
で
あ
る
と
言

え
る
。
妊
娠
で
は
、
母
児
と
も
に
生
命
に
関
わ
る
合

併
症
が
突
然
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
、
若
い
女
性
に

と
っ
て
健
康
上
の
重
大
な
リ
ス
ク
を
伴
う
も
の
と
い

う
認
識
が
必
要
で
あ
る
。

２

高
い
転
院
搬
送
率

救
急
搬
送
全
体
で
の
転
院
搬
送
率
は
九
・
二
％

だ
が
、
産
科
・
周
産
期
傷
病
者
搬
送
に
お
い
て
は

四
八
・
五
％
と
極
め
て
高
率
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も

相
対
的
な
議
論
だ
が
、
妊
婦
は
救
急
隊
出
動
を
直
接

要
請
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
そ
の
一
方
で
産
婦
人
科

は
他
の
診
療
科
よ
り
、
施
設
間
で
患
者
を
搬
送
す
る

必
要
が
生
じ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

３

充
実
し
た
妊
婦
健
診
体
制

そ
の
背
景
に
は
極
め
て
順
調
に
機
能
し
て
い
る
わ

が
国
の
妊
婦
健
診
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
妊
娠
し
た

女
性
の
大
多
数
は
妊
娠
初
期
に
医
療
機
関
を
受
診
し

て
妊
娠
経
過
に
関
す
る
診
断
を
受
け
た
後
、
母
子
健

康
手
帳
を
取
得
し
、
定
期
的
に
妊
婦
健
診
を
受
診
し

て
い
る
。
そ
の
率
は
九
九
・
七
％
程
度
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
妊
婦
の
大
多
数
は
か
か
り
つ
け

医
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
何
か
異
状
を
認
め
た
場

合
、
救
急
隊
の
出
動
を
依
頼
す
る
よ
り
も
、
か
か
り

つ
け
医
に
連
絡
し
、
適
切
な
指
示
を
受
け
て
対
応
す

る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

４

わ
が
国
の
分
娩
施
設
の
特
徴

わ
が
国
で
は
出
産
は
自
宅
あ
る
い
は
実
家
近
く
の

医
療
機
関
で
行
う
の
が
普
通
で
あ
る
。「
近
所
の
産

婦
人
科
開
業
医
又
は
病
院
で
の
妊
婦
健
診
受
診
と
お

産
」
と
い
う
の
が
標
準
的
な
様
式
と
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
近
年
、
産
婦
人
科
医
の
減
少

と
高
齢
化
、
女
性
医
師
の
増
加
、
そ
し
て
分
娩
取

扱
に
関
係
し
た
様
々
な
社
会
的
問
題
等
の
影
響
で

分
娩
施
設
が
減
少
（
図
１
）
し
て
お
り
、「
近
所
で

の
お
産
」
が
難
し
い
地
域
が
増
加
し
て
い
る
。
欧
米

で
は
一
部
の
国
を
除
い
て
、
お
産
は
大
規
模
な
病
院

で
集
中
的
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ

の
意
味
で
は
お
産
に
お
い
て
も
「
欧
米
化
」
が
進
行

産
科
・
周
産
期
傷
病
者

  

搬
送
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し
つ
つ
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
現
在
、
出
生

の
五
一
％
は
約
一
、二
〇
〇
の
病
院
で
、
四
八
％
は

約
一
、六
〇
〇
の
有
床
診
療
所
で
取
り
扱
わ
れ
て
い

る
。
分
娩
施
設
の
多
く
は
比
較
的
小
規
模
で
年
間
分

娩
取
扱
数
が
数
百
件
と
い
う
と
こ
ろ
が
大
多
数
で
あ

る
（
図
２
）。
分
娩
施
設
の
六
五
％
は
年
間
分
娩
数

四
〇
〇
未
満
の
施
設
な
の
で
あ
る
。こ
の
状
況
で
は
、

個
別
施
設
で
、
ま
れ
に
発
生
す
る
母
児
の
生
命
に
関

わ
る
重
大
な
合
併
症
に
す
べ
て
対
応
す
る
体
制
を
整

備
す
る
の
は
、
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
場
合

は
セ
ン
タ
ー
施
設
へ
の
搬
送
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ

が
産
科
・
周
産
期
救
急
搬
送
の
中
で
転
院
搬
送
が
多

い
も
う
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。
図
３
に
都
道
府
県
別

の
転
院
搬
送
数
を
人
口
で
補
正
し
て
示
し
た
。
地
域

に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

を
、
出
生
の
中
で
診
療
所
で
の
出
生
が
占
め
る
割
合

と
の
関
係
で
み
て
み
る
と
、
図
４
の
よ
う
に
な
り
、

転
院
搬
送
数
の
多
い
地
域
は
、
診
療
所
分
娩
が
多
い

地
域
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

５

周
産
期
医
療
対
策
事
業

地
域
に
お
け
る
母
児
に
と
っ
て
よ
り
安
全
な
分
娩

の
体
制
を
確
保
す
る
た
め
に
、
平
成
八
年
よ
り
厚
生

労
働
省
に
よ
る
周
産
期
医
療
対
策
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
都
道
府
県
で
は
そ
れ
ぞ
れ
総
合
周
産
期
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
・
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
を
指
定
・
認
定
し
周
産
期
医
療
シ
ス
テ
ム
と
相

互
の
情
報
交
換
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り

母
体
及
び
新
生
児
搬
送
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
図
５
）。

図1 分娩施設の減少（厚労省医療施設調査）
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図2 分娩取扱医療機関の実態 （2005年日本産婦人科医会調査）
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図3 都道府県別人口10,000人当たりの産科・周産期傷病者転院搬送数 （平成19年 消防庁調査）
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も
う
一
つ
の
大
き
な
問
題
が
、
奈
良
・
東
京
の

事
例
の
よ
う
な
母
体
に
突
発
し
た
脳
出
血
等
の
救

命
救
急
事
例
へ
の
、
同
一
施
設
内
及
び
地
域
内
の

周
産
期
セ
ン
タ
ー
と
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
連
携

体
制
整
備
の
不
十
分
さ
で
あ
る
。
日
本
産
科
婦
人

科
学
会
の
卒
後
臨
床
研
修
指
導
施
設
を
対
象
と
し

た
二
〇
〇
九
年
二
月
に
実
施
さ
れ
た
調
査
に
よ
る

と
、
母
体
大
量
出
血
時
に
自
施
設
内
で
対
応
し
て

い
る
施
設
が
六
五
％
、
他
施
設
の
搬
送
を
考
慮
せ

ざ
る
を
得
な
い
施
設
が
三
五
％
だ
っ
た
。
母
体
の

意
識
障
害
等
、
中
枢
神
経
系
障
害
が
疑
わ
れ
る

症
例
の
場
合
は
四
〇
％
の
施
設
が
他
施
設
搬
送
、

六
〇
％
の
施
設
が
自
施
設
の
他
部
門
と
連
携
し
て

対
応
し
て
い
た
。
い
ず
れ
の
場
合
も
他
施
設
搬

送
の
場
合
、
搬

送
先
が
あ
ら
か

じ
め
決
ま
っ
て

い
な
い
施
設
が

六
〇
％
程
度
存

在
し
て
い
た
。

ま
た
、
自
施
設

対
応
の
場
合
、

救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
等
と
の
連

携
体
制
は
症
例

ご
と
に
対
応
し

て
い
る
施
設

が
大
多
数
だ
っ

た
。
母
体
救
命

救
急
対
応
に
お

い
て
、施
設
内
・

施
設
間
の
連
携

６ 

周
産
期
医
療
対
策
事
業
が
抱
え
て

い
る
問
題
点

周
産
期
医
療
対
策
事
業
の
展
開
に
よ
り
、
全
国
に

周
産
期
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か

し
、
し
ば
し
ば
周
産
期
救
急
の
問
題
が
報
道
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
問
題
点
も
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ア

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
不
足

 

最
大
の
問
題
は
最
重
症
の
新
生
児
を
管
理
す
る

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
と
新
生
児
科
医
の
絶
対
数
の
不
足
で
あ

る
。
周
産
期
搬
送
で
は
母
体
搬
送
の
場
合
も
、
そ

の
後
の
病
的
新
生
児
の
出
生
を
予
測
し
た
対
応
が

求
め
ら
れ
、
母
体
と
新
生
児
の
双
方
へ
の
対
応
能

力
を
確
認
し
た
上
で
搬
送
先
を
決
め
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
搬
送
先
が
な
か
な
か
決
ま
ら
な

い
と
い
う
状
況
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ
は
全
国
で
二
、三
四
一
床
（
二
〇
〇
五
年
）

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
一
、〇
〇
〇
床
程
度
不
足

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
周
産
期

セ
ン
タ
ー
が
母
体
搬
送
依
頼
を
断
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
状
況
が
日
常
化
し
て
い
る
。
特
に
大
都

市
で
は
そ
れ
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
表
１
は
全

国
の
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

母
体
搬
送
受
け
入
れ
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
県
内
で
は
ど
う
し
て
も
収
容
で
き
ず
に

県
外
施
設
を
探
す
必
要
も
生
じ
て
く
る
。
そ
れ
は

特
に
首
都
圏
、
近
畿
圏
、
北
九
州
圏
で
著
し
い
。

し
か
し
、
周
産
期
医
療
シ
ス
テ
ム
が
都
道
府
県
単

位
で
構
築
さ
れ
て
い
て
、
県
ど
う
し
の
連
携
体
制

が
な
い
た
め
、
検
索
に
著
し
い
不
効
率
が
生
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。

イ

母
体
救
命
救
急
対
応
の
問
題

表1   総合周産期母子医療センターの母体搬送受入率（2007年）

（全国周産期医療（MFICU）連絡協議会平成20年度調査）

施設数 症例数 平均値 最大値 中央値 最小値

母体搬送依頼数 70 12,442 177.7 477 143 15

母体搬送受入数 74 8,264 111.7 340 99.5 15

母体搬送受入率 69 62％ 72％ 100％ 76％ 21％

東
京
・
大
阪

母体搬送依頼数 12 3,196 266.3 443 270.5 86

母体搬送受入数 13 1,339 103.0 211 95 46

母体搬送受入率 12 41.9％ 41％ 65％ 38％ 25％

図4 出生全体のうち診療所での出生が占める割合と
  人口10,000人当たりの産科・周産期傷病者・転
  院搬送数の関係
  （平成19年人口動態統計と消防庁調査から）
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図5 周産期医療システムの概要（都道府県単位）
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体
制
と
と
も
に
、
緊
急
時
の
搬
送
先
決
定
の
た
め

の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

明
確
に
な
っ
て
い
る
。

ウ

救
急
情
報
シ
ス
テ
ム
の
問
題

 

周
産
期
救
急
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
転
院
搬
送
を

前
提
と
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
一
般
救
急
の
シ

ス
テ
ム
と
は
別
に
構
築
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
た
め

周
産
期
セ
ン
タ
ー
の
診
療
能
力
だ
け
で
可
能
な
症

例
に
は
対
応
で
き
て
も
、
母
体
救
命
救
急
症
例
に

対
し
て
は
適
切
な
対
応
と
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
両
者
の
連
携
強
化
、
最
終
的
に
は
一
体
化
が

必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

７ 

転
院
搬
送
以
外
の
産
科
・
周
産
期

傷
病
者
搬
送

周
産
期
医
療
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
い
て
も
、
そ

れ
が
転
院
搬
送
を
前
提
と
す
る
以
上
、
機
能
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
妊
婦
が
医
療
機
関
を
受
診
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
は
直
接
救
急

隊
の
出
動
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
次

の
場
合
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
中
で
頻
度
が
高
い
の
は
①
の
場
合
で
あ
り
、

最
近
増
加
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
は
②
及
び
⑥
の
場

合
で
あ
る
。
妊
娠
初
期
は
流
産
、
切
迫
流
産
、
妊
娠

悪
阻
、
子
宮
外
妊
娠
、
卵
巣
の
う
腫
茎
捻
転
等
の
頻

度
が
高
く
、
症
状
を
自
覚
し
た
時
点
で
ま
だ
か
か
り

つ
け
の
産
婦
人
科
医
が
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
も
多

い
。
産
婦
人
科
領
域
は
、
夜
間
・
休
日
の
急
患
に
対

応
す
る
体
制
が
未
整
備
の
地
域
が
多
い
た
め
、
軽
症

で
も
救
急
隊
に
出
動
依
頼
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が

発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
図
６
に
都
道
府
県
別

の
こ
の
よ
う
な
症
例
の
発
生
頻
度
を
示
し
た
。
地
域

差
の
本
当
の
原
因
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
救
急
隊

の
出
動
が
必
要
な
症
例
の
人
口
当
た
り
の
発
生
頻
度

に
大
き
な
差
が
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
こ
の

差
は
初
期
救
急
体
制
の
整
備
状
況
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

８

問
題
解
決
へ
の
対
策

産
科
・
周
産
期
医
療
に
は
多
く
の
問
題
が
あ
り
、

今
回
の
東
京
の
事
例
を
き
っ
か
け
と
し
て
多
く
の
施

策
が
動
き
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
以

下
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
特
に
迅
速
な
対
応
が
必
要

と
考
え
ら
れ
る
。
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と
す
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重
症
心
身
障
害
児
者
対
策
の

推
進

イ

母
体
救
命
救
急
対
応
体
制
の
整
備

ウ

周
産
期
救
急
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

エ

広
域
搬
送
体
制
の
整
備

オ 

地
域
に
お
け
る
産
婦
人
科
初
期
救
急
体
制
の

整
備

① 妊娠初期でかかりつけ医が決
まっていない。
② かかりつけ医がいても、分娩
を取り扱っていないために24時
間対応を行わず、夜間・休日に
は閉院していて、連絡が取れな
い施設が増加している。

③ 産婦人科医の初期救急体制の
整備がなされていない地域が多い。
④ 症状が重症で動けない。
⑤ 妊娠に気づいていない。
⑥ 妊娠に気づいているが、健診
を受診していない。
・ 社会的・経済的事情の場合
・ 妊娠のリスクを過小評価した
確信的無受診の場合

図6 都道府県別人口10,000人当たりの転院搬送以外の産科・周産期傷病者救急搬送数 （平成19年 消防庁調査）
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表2 妊婦が直接救急隊の出動を要請す
る理由
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救
急
救
命
士
制
度
も
一
七
年
が
経
過
、
資
格
者
養
成
・

救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
の
拡
大
な
ど
、
救
急
業
務
高

度
化
の
推
進
が
着
実
に
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
県
の
防
災
関
係
者
か
ら
「
地
域
の
医
療
機
関
が

疲
弊
、
救
急
告
示
病
院
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
病
院
前

救
護
活
動
の
担
い
手
で
あ
る
救
急
救
命
士
の
重
要
性
が

再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。」
と
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
二
〇
年
一
二
月
、
消
防
庁
か
ら
「
救
急

救
命
士
の
再
教
育
」
に
関
す
る
通
知
が
な
さ
れ
、
救
急

救
命
士
の
質
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
メ
デ
ィ
カ
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
下
で
の
教
育
体
制
の
確
立
が
明
記

さ
れ
ま
し
た
が
、
基
本
は
救
急
救
命
士
個
々
の
自
己
研

鑽
等
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
号
の
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
救
急
」
で
は
、
再
教
育

の
一
つ
の
取
組
み
と
し
て
北
九
州
市
消
防
局
の
「
救
急

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
読
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

現
在
、
年
金
・
医
療
・
金
融
・
雇
用
等
の
様
々
な
問

題
が
噴
出
、
平
成
二
〇
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
と
し
て

「
変
」で
表
現
さ
れ
て
い
た
の
は
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
干
支
で
あ
る
「
丑
年
」
は
、
大
き
な
変
化
が

起
き
る
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
病
院
前
救
護
活
動
の

核
で
あ
る
救
急
救
命
士
に
つ
い
て
も
、更
な
る
変
革
（
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
）
を
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
皆
さ
ん
の
更
な
る
ご
活
躍
を
ご
祈
念
い
た
し

ま
す
。
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Ｍ
・
Ｒ
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皆様から寄せられた寄付金は、
応急手当の普及など救急の振興のために活用されます。

救急基金箱は消防本部などに設置されていますが、
お問い合わせは 救急振興財団事務局総務課にお願いします。

財団法人 救急振興財団

１分１秒を争う、いのちのために
活かします、あなたの思いやり「救急基金」
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